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I展覧事業

博物館での展示は、常設展と企画展から成る。

常設展は、徳島の自然、歴史、文化、自然のしくみ

等が概観でき、また、全国的・世界的なかかわりにつ

いても理解できるよう、いろいろなテーマを定めて展

示している。部分的な展示替えや資料の入れ替えは随

時行うが、基本的な展示の構成は当分の間変わらない。

企画展は、専用の企画展示室を使って年3～4回行

うことにしている。各分野・分類群の館蔵コレクショ

ンの紹介、学芸員の研究成果に基づく地域自然誌や文

化の紹介、全国的あるいは世界的な広がりの資料の展

示など様々なテーマをおりまぜ、数年先までのスケ

ジュールをたてて計画的に取り組んで、いる。

1. 常設展

(1）常設展の構成

博物館の常設展示は、総合展示、部門展示およびラ

プラタ記念ホールの展示の 3っから構成されている。

総合展示：「徳島の自然と歴史」を総合テーマとし、

徳島の歴史と文化、現在の自然の姿が概観できるよう、

次の7つの大テーマにそって展示が展開されている。

1. 日本列島と四国のおいたち

2. 狩人たちの足跡

3. ムラからクニへ

4.古代・中世の阿波

5.藩政のもとで

6.近代の徳島

7. 徳島の自然とくらし

部門展示：総合展示とはちがった

角度から、分野ごとの個別的・分類

的な展示を行っている。

（人文）焼物のうつりかわり／河

波の美術工芸／徳島の歴史・

民俗資料など

（自然）いろいろな岩石／鉱物／

いろいろな動物／生物の生活

と自然のしくみ など

3 

ラプラタ記念ホールの展示：アルゼンチン共和国の

ラプラタ大学から寄贈された南アメリカ特有の晴乳動

物化石を展示している。

(2）部門展示の展示替え

部門展示（人文）では、テーマをきめて随時展示替

えをしている。平成 7年度は、以下の展示を行った0

・庸八焼

「焼き物のうつりかわり」（通年）のコーナーを撤

去し、館蔵の庸八焼を展示した。これは焼物収集家の

豊田進氏の！日蔵品である。

・阿波の板砕 石川コレクションの拓本を中心に一

板碑の研究者である石川重平氏が所蔵していた阿波

板碑の拓本200点が当館に寄贈されたので、その一部

を展示した。

・農村歌舞伎資料

農村歌舞伎は、明治から大正を中心に全国で上演さ

れていた。明治20年頃から昭和10年代まで、県下を中

心に富山・岐阜まで巡回した武蔵野一座が使用してい

た芝居衣裳・道具類の展示を行った。

(3）常設展の手直し

．ミンククジラ骨格標本の組立・展示

平成6年に日本鯨類研究所から寄贈を受けた南極海

産ミンククジラ（雌、体長8.73m、体重7.65 t ）の全

身骨格標本を組み立て、展示ロビーの天井から吊り下

げた。床置きタイプの解説板も設置した。

ロビーに展示されたミンククジラの全身骨格標本



ヰ 護室主奪三業

警暴総会震示「菌培とミ号j瑳Jコ…ナー望書潜在コ改装

古代阿波iこ関する歴史資料の増加による渓示スペー

ス不足iこ対処するた必、次むような部分改袋を行っ fこ。

「国府と寺院」コーナー壁面を改装し、京大寺領事？島

EE絵図〈複製）司会展示するためのアタリルケースを製

作し取り付けた。これに｛$.い、従来、同絵図の展示iこ

使用していたガラスケースiこは、その他の古代史認係

資料を随時入れ替えてきさ示することができるように

なった。

2 

平成 7年震は、次の 3@lの企甚震を行った。
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るようになうて、すてミに75年ほどが過ぎた。この問、

三与えの文化財が救われ、また、様々辺こどこがらが明ら

かにされてきた。：＆企画展では、修復されて吉代の輝

きを取り戻した遺物やそ；九らの科学的調査の成果会展

示し、あわせて明らかとなったと古代の技術にも自を向

けて、これ／までほとんと及lられてしーなかった保存科学

の世界を紹介した。

重量期務 平成 7if-4ノ号 21BC金〉～ 5完21a c日）
毒事会場 博物館会長展示室

議展示内容

①保存科学のはじまり 法隆寺金堂壁回iの保存

②よみがえる文化財 文化財の保存処慢

年代測定

思出

稲荷主古墳鉄剣

' tii コ1二令属製品じら保存i~/1 ：煙

。出j木製品の保存，1/1｝浬

. i言説le ；章構の保存処翠

③；:Z•化財の諮りかけ 科学的謂査とその成果

a 見えないものをみる科学の8

よみがえる叉イι財
出ヱ木製品。ぅ保存処理 出土金高義忍の保存処理

1保存科学のはじま

法港当金堂聖書留の続字

「I

軍捕谷，建設亦続安lj

ざ
岳
、
パ
～
さ
う

混
入
Qf長谷遺跡来漆塗街

飛
鳥
四
遺
跡

一プ f1ι 台：号墳王潟銘欽剣

解き習かされた吉代の主主街

4吉代の援事苦

士化財，Z大敵 保存と活用

5文イヒ討をまもる



「よみがえる古代の輝き」展の会場

－さまざまな分析

・年代測定

－探査

④古代の技術

．解き明かされた古代の技術

・藤ノ木古墳にみる古代の技術

⑤文化財をまもる

－文化財の大敵

・保存と活用

－正倉院に学ぶ

・主な展示資料

保存科学のはじまり

法隆寺金堂壁画・金堂焼損壁画（写真）

よみがえる文化財

藤ノ木古墳出土鞍金具（保存処理前・後、複製）、

重要文化財 荒神谷遺跡出土銅剣、保存処理前の

木製品、保存処理後の木製品、上淀廃寺跡出土彩

色壁画

文化財の語りかけ

稲荷山古墳出土辛亥年銘鉄剣（複製）、江田船山

古墳出土銀象俵銘鉄剣（複製）、平城京出土胞衣

壷、宮町遺跡出土柱根、赤外線テレビカメラ、地

中レーダー探査機器

古代の技術

飛鳥池遺跡出土ガラス柑端、復元青銅鏡、復元銅

鐸、後谷遺跡出土朱漆塗櫛（複製）、藤ノ木古墳

出土復元品（金銅製冠、金銅製履、掛布ほか）

文化財をまもる

稲荷台 l号墳出土王賜銘鉄剣（展示用保存ケース

とも）、害虫に食害された狛犬

映像資料

「藤ノ木古墳馬具修復記録」（ 7分）

展覧事業 5 

「よみがえる古代の輝き」農の会場

奈良国立文化財研究所遺物処理研究室提供

「銅鐸の造り方」 C4分）

野洲町立歴史民俗資料館提供

・観覧料一般400円／高校・大学生200円／小・中学

生100円

・期間中の観覧者数 4,984人

・記念講演会 4月30日（日）

講師－沢田正昭氏（奈良国立文化財研究所埋蔵文化

財センター研究指導部長）

演題：文化財保存のハイテク技術

入場者： 200人

(2）第2回企画展「員の世界」

貝類は動物では昆虫について種数の多いク9ループで

ある。本企画展では世界各地の貝類標本をなるべくた

くさん展示し、貝を通じて生物の多様性を実感しても

らうことを第一の目的とした。タカラガイ類、イモガ

イ類、オキナエビスガイ類および大型の種に重点、をお

いて展示した。また、生態ジオラマ、員の断面、貝化

石、魔除けの員等のトピックスを紹介し、貝の見方も

多様であることを示した。あわせて、当館収蔵の阿部

陸産貝類コレクション、金子海産貝類コレクションも

紹介した。

・期間平成6年 7月22臼（土）～ 9月3日（臼）

・会場博物館企画展示室

・主な展示内容

①分類展示

マキガイ綱、ニマイガイ綱、イカ綱、ヒザラガイ綱、

ツノガイ綱の 5つの綱

②員の生態ジオラマ

磯、干潟、海底の砂の中、落ち葉の中、朽木の各環

境についての生態ジオラマ



士段、J＂＊ こ弓？
~長， v d，、？とッア

議雲重正喜審議毛

ホネガイO）！事

ヨ

カラゴヲイ

--,. ..',-a 問、、 A

て '"{ )/Ci 

拡大模会j

一→ F-- / Q 

/iJベ

刊万一一〆汗’いに

オウム：ぅイ液浸

ご？主翼

そ勺；ftちのさ

パイ~
C ーィ

J§ ヰーキブエピスそのd患の§
－－.，ι~， 

一一Dえ宍

な長， .！いさts耳、戸、必ちょう、三三設

の去、拾の三三物〈美術工芸品〉

⑤トピック

良心的面、／〈

き石巻さ手、まよ

＠コ iノグショ

阿部コレタ

1－ ~0)世界」緩め会壌

金子コレタション（l怒淳一H怒）

幾三雲料活路発

青木主義芳〔グロアワビ． トコブシ、

鳥羽水校給、オズシャコ ifイ；
繁華悪霊室料 一絞200月／高校 e 大学生l0DP::/1)¥ • i二学

.~5つ円

毒義援怒'1'1(.1)袴覧者数 1今 q＇ワ
ムおり ?J'l<J

モコ

ョー成ワ年L立、三本；{l,f＆戦から数えてちょ
ゐムーづ合一＇－＂爪 Tナ f ！－ ヴ

めんや •C,i; cJ Ojー↓＇.，； ］）心。

三三」：之、日吉；C6 icS (1931年）の浩引事変からヨ中戦

争、そして太二三洋戦争への道を歩ノ仁でいった。足かけ

lS乞訴に切れたる戦争によって、中医、ヨミ南マヴアや太

平洋の怠ウア〉之、委と；冬〈ごうァー＇／；下兵が戦死しち国 τりでは

三、5むよ7日

ノ佐岳言＝；二弓うお5、
',c"":i＇三 5-ミちえノ



アメ 1))7哀の空襲予原爆投ドー等3こよって、多’fc尊い

三diらが矢われだ。いっぽう、ヨメたはこの絞字でf史認と

なコ fこ中宮やアジアの8＇＜・をはじめ、 E玄：の槌；.i'.:tきと

なった顎鮮半忌や台湾の人々なとに苦しみをあたえ、

大き ！J：犠牲を払わせた。

議後50年を経た事在ぬわが冨で1；戦争告知らない出

fえが約70%を占めると言われ、戦字j本験｛む蕊｛とが慈三誌

に進んでいるつそうした実態P乞ふまえ、再び戦争の過

ちを；季、り返ヲことなく恒久平和を求めるために、本？、

函震では15年戦争の加害と被害の実態について紹介し

s句。

なお、この企弱震は、文化の姦涜冨 5思王手ぞ記念すも

る文化む森 5itぎの共催事業「穫後50年をみつめて の

一環として誌催された。

普参議潤 平成 7年10丹17白〈火〉～11丹波日 （[) 

重量会場 博物知［全冨展示室

毒事選示内容

0)8否おの幕開け
/?'1、nrbilllユゴ行二
ぐが tJ 1-' ~'( F 

「皇軍Jと兵二

。二二百への侵略

I 2. 日中戦

幸喜覧毒事業

号手 L 語m祖母幕開け

（大久野昌三塁Jゴス資料 第'731吉日滋資料 ；ぢ京大虐殺資料 ヨコE玄武器 兵士装備品 i 蓄音機 ラジオ
「一一一ーム一一一

車産i主J.ブrリどン

主｛科警

25Dキロ

三襲安料

おわりにかえて
援護敷石

4. 県民の

g 
後；壌写真＇＂ヰノレ

百BE専函「葬式

15年戦争年表

γ 主＇＼古一「
」 v,V 〕 ノ

ン

メレ三ン急資料 待攻資料 ごさ擬原爆資料 被爆貸料 ：セぎ議

3 太 平洋滋 争

1；本思憲il；吉幸E
：／ぺ＇）アj叩淘絵匿



8 議覧毒事業

e 開戦と戦争待告iJ

＠沖縄戦と特攻

• El 

’徳島大空襲

e原爆投下

場致戦

③集長のくらし

＠芯わりにかえて

選挙主な援示資料

議棒読 三ァドガーデン歴史資料館蔵

ヨヱド控室九七式重機渓銃 謹上自衛隊武器学校蔵

第七三一部隊関係資料平和むための京訟の戦争震

実行委員会蔵

大久野島毒ガス資料 竹原市立大久里子島毒ガス資

料館蔵

「5苦戦0)詔書_J （複製〉

250キロ：爆弾

国立公文書館蔵

桜弁茨辰氏蕊

B29エンジンの一部 青梅市郷土博物館蔵

空襲警幸護下におけ忍盟主，.a:のくらしげ蚤惑問復元〕

「戦争から塁齢、な素系へ」袋記念議；友会

；堺大空襲資料 ；境汚立平和と

高知大空襲資料 平和資料舘 a 草の家裁

高松ス空襲資料

当館蔵

模擬原爆パンブキン 瑞龍寺蔵

原爆被災資料

原濠被災資料

丸木位主題「火第 2音3」原爆の

滋署名原本「終戦の詔書」〈複製）

富立公文書鈴恵

終戦玉音盤 NHK放送博物宣言蔵

日本国憲法令官報号外

シベ 1）ア抑留資料 当館蔵

吉田勇函「：計り｜ 吉迫勇三蔵

毒静観覧科 窯来4
警暴言語問中の観覧者数 14,618入、

幾記念護湊会 11月5日（日）

講読：三浦秀夫氏（春三井の戦争与を記録する

演題・アメリカ軍資料から昆た漂爆投下作戦

会場： 21世紀館イベントホーJL・

人議者。 1C6ノえ

守
主A

、、t
，

J
j
t

、
主主館では、寄贈 e 選人・採集白交換 s 寄託など、様々

な方法で資料の校集安行っている。これまでに茨主義さ

れた資料はが1)28万点にのぼるが、常設展示や企画震で

展示された資料はこれらのうちごくー部で、震示され

ことのない資料も多数ある。

このような、あまり展示の機会のない ）、

県民iこ博物館CJ活動をiよくたっていただくため、平成

i箆度につづき「収蔵品展」そ涼獲した。展示資料点

数は約3,000点、である。また、少しでも多くの県民に

見ていただけるよう、観覧料は無料とした。

豊島期間 平成 8主F2 A 16 E～ 3月178

議会場薄物館企画表示室

警警主な展示警手当l

阿部コレクション（植物 a 陸貝J

徳島呉産Ej3虫 e 誤

新著鳥獣禁：j製、漂着種子

ゴトランド島産シJlノル紀化石、淡路皇室カメ化石

j三手j家三まじない札、複元青鍛苦言

常i言筆四季和歌密巻、藍染織品、火縄銃

陸軍大佐大礼服、生田流琴

阿波国大絵図、松平二手松丸書：穏

暁J会ヨ本j昆俗写真：蛮絵



明治百本i主 3長沼函洋人撮影

俗写真思議又ナフプ写真

「一寸 「一一i

来日顎洋人撮影スアソプ写真帳

参入場者数 5ラ 358人（大人ι036入、高校 d 大学生

つ59入、サ＼＠

ヰ。

額全盛農墜i録＠

機繁 i窓会濁震!;g}録！ーよみがえる主代の古車窓 i

1雪95£ド4月20El発行、 A4判79ページ、 700吉Bj :t互

の会土言問分、300部

緩第 3岳会霞濃密室豪「戦争力、ら量かな来莱ヘー！

1995年10月176発行、 A4判76ページ（16カラー

図版〉、 700部」友の会増刷分300部

差是主主事業 吉



HJ 

査

読査研究は、博物館における諸活動の根底をなすも

のである。それは、質の高い読査研究iこ裏付けられて

こそ、最新の情報を盛り込んだ展示、萱の高いコレク

ション、内容量かな普及行事がE否認となるからで怠る。

当館の調査研究事業には、各学芸員がそれぞれの分

野や専門とするテーマiこ基づL’てヨ常的iこ取り怨んで

いる偲BU調査研究、複数の学芸員グループで、特定の

テーマを定めて年度単位で集中的iこ取り組む課題認

査、翌々年以降；こ予定されている全密接のための事前

資料調査などがitる。現在、館長引外に14名の学芸ス

タッフがこの業務に携わっている。また、普及係の 2

名（教員〉ちそれぞ、れの専門を生かL，た調査研究を行っ

ている。

大療費ニ〈動物ー昆虫〉

①日本産ノ＼ナアブ科の分類学的研究

コレクションの

調査を行い、ハナアブ科のタイブ標本の研究を行っ

た。

②巴：＊産ラクダムシ弓の分類学的研究

ヨ本産のラクダムシ自の研究を行った。ヨヱ士、には

これまで 1慈しかいないと考えられていたキスジラ

クダムシ科に、自信産の種をはじめ他に 3種ほど産

することがわかった。

主主譲陽一（動物 e 脊椎動物）

①穴吹Jii水系の魚類本日誌査

8月15～J7日および 9月四～21日立） 6 8習にわ

たって、上流域から下流域まで12カ所で採集調査を

行った。

②五顎谷川の魚類相調査

9月四日と10月168の 2a r司、ょ流域と下流域の

2カ所で採集調査を行った。

翠辺カ〈動物号無脊椎動物）

①黒産禁脊椎動物相の謂査

鳴丹市iこて海岸無脊椎動物紹の調査を、徳島市に

て土壌無脊椎動物の認査を行った。

②三本主主ヤスデ類Ci）分譲学的研究

パパヤスデ扇について形態解析を行った。また、

そ ！） ヤスデ属の分類学Ii＜］：蒋検討を行LL報告し；Jこ1ロ

シア科学アカデミ－ S. I. G0lcv丘tchらと共同）。

;J,jij 議〈擢物）

〈工）薄物館の収集保存活動におけるパソコ

に行うためiこ、パーコ…

F"のシステムの導入

討を行った。

ついて稔

②ヨモギ震の分右~ii]査

臼本産ヨモギ罵の分イとと分布の現状

iこ、ワタヨモギとイワヨモギ

主義自護人〈糧物〉

- ＇、~！こ己tノ

~- 
－ 
J ，」ο

①平成 7年度阿波学会む認査の一環として、ゴヒ忌[BJの

植物群落調査を行ったげ窓島大学石井十三義氏、森

友康j雲氏らと共同）っ

②池辺町黒沢湿原の縫持ー管理を行う上での基礎資料

収集のお践として、植物若手落心分布および植物担把

握のための詞去を行った

究会：代表高知アて学理学誌白山三男教授

i司）。
I における流域の環境変化と河川内詰主との相

互作用iこっしhて考察するたるに、 :iii.仁、の認ノ主の分

布、構造等を爽査し7こ（徳島文学同部健土弐らと

高角芳郎（、治学j

①尽本のよ部白亜系の化石j警序iこ践する研究

同釜山i践の和泉！書室戸より産t±lずるア／モナイト、

特iこディデノiモセラス類の分類学的検討を行ったc

iZ)務j吉川流域の F部三亙系産化石に罰する研究

立JI［層から産出した恐童話の化石がイグア／ト、ン科

の恐竜の歯であることを明らかにし、その記載＼産

出の意義についてまとめて研究報告に投稿した〈当

らと芸伺）。

(IDヨーロッ

文部省の社会教育主事等海外派遣（学芸員特別

コース〕に参万uし、大英自然史博物語をはじ治、イ

ギ、 l）ス、ドイツ、イタ 1）ア、フランスの自然史認・

科学系1毒物館の実状を調査してこ。

中尾賢一〈地学）

①鮮新世～更新涯の暖流系員化石の護主主

沖縄県 a 宮崎県f’長崎県 e 高知呉で産状態察 e 採

集を行い、それぞれの若手築構成を調べ比較した。

②鳴門海峡産ナウマンゾゥ化石の研究

当詰所蔵のナウマニノゾウ化石のうち、 E童話以外に

ついて計測した（当館亀井館長と共同〕じ

③ゴ乙忌町の地下e官萱の謁査



~」月

号ドむIi;r としJ て、 :lt：島町

題辺地域心地質を実査したけを皇大学ξ；a啓祐氏ら

と共同人

｛互づヒ予言毘；蓄のi笠寝相と三化石む言語i査
第二襟戸内累層群tこ属－iる口之津；冨詳ゴヒ有馬j警

で、 j,注意揺と良化石江）2主次む主E察を？？っ

夫容事ij5たく考古j

戦後50年を壌に、戦後、 j恵三言宗で考古学の研究が

どのように行われてきたか調査し、まとめたc

②四冨における考古学研究の成果と動向

最近10年間の包置における弥生時代から古墳時代

の主要な考古学研究をまとめ その成果と動向を

議設患の震示更新語査

常設展心会頭更新がどのような経緯で、送？のられて

きたか、また新；；ヨの展示のねらいとその効果など、

北海道関誌記念舘会出＇ L・に調資したc

高差言芳弘 f考古〉

おけるノζ器石村の手当弔

Lミ：村で採集した石器について、サヌカイトチ γ ー

ト主？よび黒濯石のよ己主丞；こ検討を加えた。また、それ

ぞれの蛮泊地方、ら原石を主主棄し、石器の産地再定；ロコ

準備を行った。

議長純一〈保存科宝奪三考古j

偽現宣言問査

県内力、ら出土した金属製遺物および五色主選 よみ

がえる占代の輝§ iこ出品された資料のうち、がー蔵

者の承諾を得た資料のX主主透送子暴露による構造調査

および蛍元X線分析iこよる;j:c］＇質調査を行った。

：司定

県内から出土した赤色顔料~［平：i主主主：（う営三tx総会J

J析による完走を行った。

立；弘吉~依頼による調査

，＼§生町教育委員会の依頼を受りて赤外線テレピカ

うによる位1与の判読を行った。蕊 J三、愛媛男、埋蔵

文化財諜歪センタ一、高知菜埋蔵文化対センター

どのitミ額そ受けて、出土文化財等のX線透過撮影に

よる湾造調査、蛍コ亡Jく続分析による材室調査などを

行ったG

U.J JI! i告蓑（夜叉〉

iこ議する謂査研究

平成 7尽き主罰法の文化。コ森号言語 5湾豆記念企r＠辰
一戦争から景かな未来へ」 u)i引惜の Ji業として、次

の誤還についての語道研究を行ったc

アジア〈｛δ浸路とアジア見族の抵抗

ー侵略戦争の荷担と抵抗

議室華続交率言書 ・11 

②空間訪海軍第六待攻；戦陵墓地の謂査

配置された；日ヨ本海宣む特攻隊墓

と思辺じっ関連諸設に認する習さ叉り賓室主：、

墓地跡er::，施設認査を行った。

を['S国訪街宣本土決戦陣地むき喜三主

言！知県香美郡土佐山沼町新己文字東谷：こ配置された

！日日本陸軍の

±j主とa高知子百タ良lこ記霊された歩共第431ま隊〈徳島）

の陣地lこ慢する閉さ取り諮査、再逮i古跡む諮蚕ぞ

一一1 j マj ; _ 0 

長谷川愛ニ〈歴史〉

CD中古答議選交の研究

イ山光寺文書tこ含まれる山伏集尽についての記載の

みる史料の性絡を検討した。また、醍核三子文警にお

iフる修験道関係史料の調査、：：i]J:Jむ山岳霊場

j；、求菩提山、国東半島〉や沖縄の熊野宿何霊場の

現地預金：、間よさ文試のi文集を行った。

ヨ：）写物宣言における部落問題簡保資料の保存 a 手lj用の現

状と問題点についての検討を行つに。るわせて、学

技部落史教事？をもとに、教育内容と研究状況の椙関

を検討し Jゃ 0

l主主え警王子 （え絡〉

①平成 7年度阿波学会合調査の 潔として、北島町の

i肘甲信仰についての莞査を行った（同議隆夫氏およ

び生光学冨東田塁美氏と共同）,, 

大橋援金量〈美橋工芸j

(1)蒔絵師飯塚稔索。コ明究

itさま桃棄に隠する幕末 a 演iを；の資料について分析

Lてまとめた。また、作品につLhても調査L，成美を

まとdJi：：。

②徳島蓬の御用絵sITitこ関する調査研究

藩の御it；絵訴について、作品じっ所在調査、粉本主主

の分析などを行った。成果（;j:＇ド或吉年 1支の企画震で
「〆・＝ムーマ川ームデ
ヂヨ~ヲ匂ーァ王t'. C グコィ~o

つ』.

平成 7年度ti,Qての 3つ之i課題調査を行ったっ

凶悪識の道ら沖縄（｝）自然と

.'Ji!疋度の八重山地方に引き続き、黒？認に関係する調

査として沖縄本長および周辺急擦の邑然史、民俗なと

の諮査を行った η また、一部：土八宣言rJ：士宮方にも足

ばして追加努査を行ヮた。

移調査メ

博物館学芸員：亀井宣言夫（舘長。士古学〉、大原賢二

(_['p,1虫入 1J'J: i 誠〔語物入国；n_ }] （祭寄栓



資哲人（石井町教育委員会入 EコJI:
学入 iKl，上：真知子（鳴門教育大学）

毒審議室ま0)8程と擬要

2月 7日；隣の山j頁C）三角点〈日＝，1 
へや ♂ 二三台雷 ／τ，，三三 ' ,Gト巨討、

i/へんfylJ1)J t同町 主長田

2月10B: 2去のt;-J委む墳丘およびその周辺で雑オ、

お立ちおれ松などの伐採、下草刈り c 認量CJ)基準

に坑；了ちc トラノミースを組むつ（天羽＇ f(0] :gg ' 

:!l：繰 e 市川製桔妻子 e 三宅 e 主要室。高急、i

2え11, 12月：平板 3台そ疫！って、 J －号一三吉 e

む墳丘とその馬辺を測量。トラパースが経，ら上が

る〈天羽。阿部 a jι｛条$市J!!＇松野ー菜林 v 三

宅 ω 奈賀＇ :p)li＇岡山。大北＠高島＠魚、長〉

月15, 13臼、 3月 2日：平板 1合を使つで雲丘の

周辺を議主！j（天王； s 柏野・奈翠 a 大様，高島1

動物入鎌田磨人〈植物入中尾賢一一（地学）、圧

武；憲子〈良俗）、魚島純一〈考古）、長谷川賢二 f、産

中＼

館:71-w宅査者：林 正美〈埼玉大学教育学部立主教授‘

昆虫〉、与那嶺一子（沖縄県立博物宣言丞美符工芸〉、

萩還後章〈沖縄累立博物館＠痘史〉

現括協力者：金域政務〈蕊誌大学熱帯生物研究セン

ター宣言表実験所 a 呈i主）

毒季語牽S程

第 L[0今 5月19日～

ヨ；）

第 2回： 5月22El～ 9ノマ28日、沖縄〆主主i.宮古邑f主主
井告とわ尾）

第 3@!:10月 48～10月10ヨ、沖縄本長（大！泉。林）

第 4@l: 10J.l21日～10克21日、 icfi1滝本主主（：桑島 φ 長

谷川）

第 5目： 10]32:3 Elへ 11月4ヨ、与茶屋嘉 e 石垣島 n

西表主主， 'l"r富；皐j.i皮照間島 e 沖縄本島（fEIEO

1弓： 11月11日～11月17臼、沖縄本島場渡嘉敷

忌暢渡名喜主主穆伊平1霊鳥（百辺〉

第 7［司； 11月258～12月 7B、与郊豆島 e 宮方主主ち

沖縄本島＠渡名喜急くノj¥)[ ! ) 

第 8@]：平成 8年 2月22臼～ S号3日、石垣さ＠西

表島 e 竹富；島包沖縄ヱ広島（銭百争圧武）。なお、

は文部省科学研究費でむ調査委行った。

第 9@]: 3月号ヨ～ 3月12日、；ぐJ縄本島（魚、島）

舷夕、調査三者による徳島県認査

2月13日～ 2月18日の己程で、沖縄県立博物館の

王子那嶺・萩豆百三による徳島県の蓋伶り、藍染関

係資料の諒査、鳥居義蔵の調査長行った。

選暴露査内容

9 名急の動植物紹の調査・収集、：分布烹！査

B 海岸の漂着If句の調査

争石垣忌立コ祭りの議室

8 竹富島の木材孝三尾の誠蚕

＠沖縄県の遺跡謂査

C1n1 '¥ ＿，＿れ
vーノ~＇ _, 

害警王監E汗受著書業1 ') ,~ 

月256、石7豆島$沖縄本島f正

を捻ぐる

トぬ護売を中心iこや

昨年度からの継伝説査として美泡した。たどし、 ft

ら、察向調？をよ高越山登祥J！／ 一？の－密資と
τ之、寸寸Zご立と •im ，，、きコ会コ＼ メノ→ V 匂 下 と、も寸手土－ -r -・- "" !Tc 
iニ；］)!l七店絞le＇日〕笠)f） セnつ」ど二三j ,: C,  ＇品点もつ～り、句、

8年度iこ諾うことにする予定マあるつ

惑調査メンパー

博物館学芸員：豆長JiI賢二（霊叉〉

館外E百三筆者：文芸雅章｛鳴門券、警大学三さ数；受）

毒参議室長のヨ穏と議委

l1月136～186：：出十？の:L；岳霊場（芙彦！旬、求菩提

山、呂奈半島J調査 f長谷川）

12;'=] 12 3～：3日：東京大学叉料編纂所調査（長：谷

！い z：ぺ：石j

e 九州(J)主要霊Lilく英彦ILr、王立菩提山、国東半三三：）

の登拝｝！，，－ j、：；コ踏査、三見沼景観iJ）確認、関係宗教

議設の分布調査、資料所在調査

東京大学史料編纂所に架蔵されている翠桜寺文書

ヨ録ー写真、諸島呉宗教交関係史料の諒査

⑨深遠各環重苦：is，.研究成果の収集と検討

第

る

毒事総会務究科；：景毅システム(J）基礎的解析：去の認発と

？蒙準化 f平成トザ 5年度）

研究代表者 二コ；陸信和（I土怠太子挙総ノ6科学部訪教授、

当館の研究うす担者：議店主善人

毒事実務研究（B），パバヤスデ震（ヤスデ経パバヤスデ:f,:)

の形態iこ認するさfil理的恋慕rJ)解析：

研究者ー民辺カ

今、,j.

名西郡石井陀の前’L公屋南のじ［］豆で確認された前方

後円墳2墓の泌量調査を行った。

奇襲調査メンパー

博物館学芸員：天三毛利夫・高島芳弘，魚義組一 （：考

古）、大橋俊雄（美工〉

鐙外調査者：阿部呈2'j （湾南市教育委員会入コと篠

芳隆（徳島ァて学入汚！；；孜lli（猿島市教育委員会入

柏野害一、栗林誠治智大北和美（徳島県沼蔵文化

財センター）、三宅ゑ顎〈徳島市教育委員会入奈



ヰ‘
)-, 

番多〈街）；可JIl主義主望号喜王室対習の河川護者審議ぎ訟の立ち金による

三さ碍研究：「河川内撞主主と河校の務主主fi；：惑に認する

研究J（平或 S～7年j支〉

10; :, 

研究千三表者居間部逐一二（徳島大学工学会て劫教授〉

(1）議選粟立博鞠皇室、研究報告第 5

1B95与、12月25日発行、 B5主主：1119ペ ジ、 :i20むきE

f本印は窓外著者〉

三号免芳/l.f,e 亀井節夫 .g代IE之 嶋嘉浩直；建;i＂＇右 E啓

ffi＇＇佐東 i寺 山純橋：本妻子夫本 ・:P尾登～： f恵急呆勝

自gi系立川暑から産出した恐竜窓イヒ；五

p. 1 8. 

牛尾賢一：那賀川平野む沖積）書室長怒イヒ石 古環境と

,,c年代 p. 11 J:3. 

住譲陽一：古川内谷川（吉野／117メ系）の魚類相e Po 

45 -66. 

'£i埼弘u.,g＊‘生活j額JII におけるゴマドゼ PuηdaJw

Ziαwiliiιのえ右・出現様式 P. 67 九a

高島うず弘＠那賀川流i訟の縄文遺跡調査グループ d慈島

真寄与安川流域における縄文遺跡む分布とそのよ愛物E

D. '/6一 llf). 

ニュース μむなiてur号 Cloib'

大原資二：アサ士宮ワ夕、ラのj京 No. 18, P. 2 3. 

積雪雲孝治 文iむの森へ行こう. No. 19, P. 2 3. 

－；海：からのメッセ、ジ :>To. 2D, p, 2 3. 

亀三土ミラ夫 さったしは怪獣？ No. 21 p 2 3. 

；王玄憲子：毘芋を全[lりませ／csか？ Nむョ 22タ P. C 
.) 

本町は館夕、む研究者j

／事ht！；司＼,lU，守Jヲノ

大原重量二日臼5.12）ホソこラタアブ 「昆虫ウォッチ

タi叫 ＼三）三社 （ぷ；著〉。

佐藤緩ー（199511;海玄jiiてく系の魚類。海手主主I-'51ミ編

さλJ委員会編海南町史上巻：ヨ2 99 .. 

Golove.tch, S. 上京ヲ E. V品 Mikh旦ljova* and T. 

Tごしnabe (1895。 13) Review of ぬeE：乱呂tAsian 

Mム］lipedeGeとusI-fo.piogmwso，γ，a. Broeli,1主EE,

］ぎ16 (Diplopodn, Pっ：fdesmida, Paradoxo 

so：γ＇.Eatid8.ε） P,oceedings of th付 Japan号se

Soci三tyof System a tic Zoology, (fi3）ゐプ1 80ヨ

カ 0995 8 ）員の世界 1 S. 悲喜新聞 3月

1 E! 3日ラ 5 • 8 ・空白＇.？f:j, 

〈議事会〉

議室豪校究率三重 13 

Honぎ， S.-K*, N. Nakagoshi＊乱ndM. Kamada 

(1995包？）狂un1丘nin1 pacts on p工て：e-dornin抗告d

ve,;reta七ionin Y立ralhi.ndscap号呂 in Kor告aand 

wes七告rn,ls.pen. Vegョtatio,116: 161 172. 

言葉出磨人 a 苦言三和夫＊ (199510）東部盟国山地におけ

る景設構造の空間的および時間的上乙薮．

護， l: 77 9つ
裁ffi＇~善人 e 太E湯子本 8 淘部｛建土キ（19告5. 11）流壌の

金：｛七と河川糧生品田緊景観生態学会弓太支部会報m

0 C、の
ムにυノ . _.._ o. 

謙El磨A(1995. 12) lALE 95 (Toulouse, Franεe) 

参加記録 F乱rallel sessi心ns ; Agricじltural

approach. i三！際景観生態学会巴本支部会主長＇ 2 

( 6) : 6 7 . 

鎌EB潜入 (1985. 12) 平成 7年度（第3吉田＼旭区大

会記事a E，友生態学会訂呂田富士出窓会 e 江主区会報ヲ

(53) : 

岡部｛陸士求 e 鎌田磨ノ＼‘滋:l)jit豊勝決 e 林雅隆本（1996.

3 ）交互訟州上の植生と河；式寝震の相豆、認主宗一吉野

Ji i における現地震査包水工学論文集， 40:205 212品

中司政号＊ .箆太郎＊ .伊藤隆之＊＠小JI[ 誠＠松岸

得之劫w，戸E谷明彦非 e 三藤 ｛言ホ（1995.12）宣告近道

路法記tこ発見されるキタ夕、二ギクとイワギクにつし

て植物地理 a 分類研究フ 43（トーの： 124 126. 

付金学〉

亀井節夫（1%5吻 5）泊中からのメッセージ 「もの」

と「ごころ」について．会人教育，（563): 2 10. 

亀子二節夫(19き5.5）書評；徳島建設文化研究会編「詞

波の絵函」第由紀｛研究ヲ 34(2): 122 123. 

亀井節夫 (1995.6 ）書評：第四紀資料分析法＼地笠

学？准誌， i01(6): 470← 

亀井節夫(1995.6）書評： MorphologicalChange m 

C{uatεrn呈ry：＼！主mmalsof North America. :i:'o1 

質学雑誌， 101(6) : 470 --471ι 

亀井'bli'l夫〔19号5.7 ）チャールズ。ダーウィンと私＠

干す呂全編「学問の中心私」．玉川大学出版部： 129 

145. 

亀井策夫（199510）警評：化石の世界 ニワトリが

先カ，タマゴが先か＠第四紀研究， 34(4) : 31吉

c120頃

亀井節夫 (1995.12）書評： TheHuman Form m 

Palaeolithic A内。第四紀研究， 34(5) 381 383. 

亀井節夫（1Sヨ6.1 ）探泥が池iこで．「京を歩けばJL祭

2板j，三洋ノj乙成工業 llO 112. 

亀井節夫（1996.l）深草の象ラ！：京を歩11ii J C第 2



1会議変容f焚響楽

坂、 三洋イl:5-'Z工業； 24」 247 
品－！－ ，.，.－ー」
邑さっザti[Jfr: .:1996. :3) 8象現象月間幾康‘（442!: 50 

51. 

亀井節夫，：1き96.3）豆電潟！こゾウカくし、たころも SJZ,5:支

5年度「学慌の成壊を竺かしたいjタ？？地域間交流モ

/!i事業報告書ム日本堂議会議： 416 4240 

亀井節天（10ヨ6.3）吉生物学. LL仁！ほ7j、続三f＇学三ち

の世界j 号、新装tLz ）， 寂々堂t±:L~!z : 294 304. 

石自Jg（祐戒＠橋本秀夫文句てド尾賢一・寺戸T亘ア三大 e 森永

宏＇ .ヲ主主l孝志キ.:t雲急定三本 (1995勺 :3）部室主Ji；平聖子

の沖積層．河ず文学会。猿島県立図書舘編「総合学手言

語査3那賀W:ET11；お土研究発表紀要41号〉 1 1き

〈考吉〉

i2.羽利夫 :1385.10) 西国（i)考古＂＇t 弥生ー百境苓fて
三号己学ヅ γむ研究或来と動向 ． 

ι•） 

天 ;J~l和夫（1£;:)5 1 l)金屋古墳続年主完成 :0f設＇ .石

野博信編「全国主境編年集或J, Eit山閣屈抜.55 

ョ：'J.

叉羽利夫（1995.上1〕戦後50年｛憲三三}Zイ乙史 考在学（ 1 

10). 符g苅問11月号 20日朝l'U.

天羽示！夫 0996 2 ）新7こに発見された徳島県荷山 1

a 合号；宗中包容i：だより， (:3): G 7 . 

；魚島脅n crn94. a）蓮葉谷古墳群（ II) 2号墳の赤

色顔料の分析についてa [CJ国縦貫白致三主道建設に｛生

埋蔵文化－~·発掘調査耗告 4 ，篠き宗教育委員会合

急県埋蔵文／とおセンタ一一日本道路公回九：：；6-

131. 

ゑ昌弘：；－ (19料、 3) 蕩三雲谷古墳群（ II) 2号震の問

ついご 自国縦貫臼宣言z事道

主主設に伴う壊蔵文化惑発招請査報竺 Lt惑星言呉教育

委員会.fj京怠祭淫議文化財センタ－ .日三広道？a公
記 : 1;38 1 r一丸

ゑ島／iミ；→（］995脅ヌ） j立史小学校裏山さ：；－i；雲若手（仮称）

B云墳三件記！？土赤色｛言料Gつ蛍光X然、分析；こっし、

て．相の谷古墳群杉谷支禁埋設文化財発掘調査報告

書，愛媛県埋蔵文化守護査ゼンター； 55

魚島純一 0995.8；；保存科学の最先端． γエラム

クき 芸術学がわかる， t;1f"I新聞社づ工、う発行室姐

150, 

く室主史ラ

[_; rJ ii浴室日995.G ）米軍資料から見た徳急大空室長（と

' fご〉，徳島新聞ち月23, 24ヨ朝子＇L

長谷川愛二（1995.10）中世阿波の山伏主義国に廃する

苛題二系列集国対抗議への疑問 同居中世理研

究パ3): 3ι 

高野昭之劫本。守安数百：ネ＠新弁務主・＇£ ,,. ＇長谷川賢二副

言J1義和勇人 ιむfiI i雪i*＇草月：J合

会人治；雪幸量発信土t1Iへの主主契6

武ネイ1 ：~8f;, 11）箆室長

Lユ w マ J ライッ
ハハ＼ J耳 、円

九ぜ；：；； ' 'J :o.::i. 
rg, ；；；、 iu~，一 , 
u，：：，，・－，－，＇同一

沢 b代ー iこいili'

.ノ

ぞ窓

！黒史」そむ後 日寺千t)JI；研究状

(26) : :38 

E「！

大原資二日986.3 ) fl玄室ラク夕、ムシヨ

再？夫討． 日本昆虫学会決：56回大会 h 第：：D@H3；不応用

動物思虫学金大会合同大会 f,[Ji口j. 

佐藤陽一（1主%.rn）吉野JiI水系穴吹JiIの魚玄桔．

GORI l:f究会 f忌根〉．

喜美、EEi磨、人 (1出5.5 J 緩急；芸実；山系にお

の分子大ーとその式立泡程乍 三三3'0@]B 

四国地区大会（：吉 T主）＠

自；清三t司百九鎌田達子人。森本長室滋本口約:3.5 ）黒沢湿

原む濯竺 そのお年習の変化 祭38@6本主主態学会

カ箆i• P."I局地区大会〈徳島入

太田陽子支八鎌田湾人.；奇部（さ γ(1995,5 ）一級河

川・吉野！！｜における流壊の変化と河川内京本心分布

動向．第:38再三j三位三態学会主l国.；雪沼地区大会九守

主苛j.

岡会；漣士ホ e 銭出産手人企：；，（：包陽子＊＠林 法隆＊ （、Hi95“

漂泊r_r:i-;El 5 ) Y弓I［［砂州上の糧生とicJ！その花玄認；京

友三ξ主主学会P窪姐凶雪地送大会「議患人

林 ::fit隆～板烹礼子ネ.i弓古·~縫士＊ .鎌回磨人 C1D95.

5 ノ必什i一仁の平•ii'{，主と河｛芳、の相互民保町 手成田$度と

メベ学会辺国支部技術研究発表会 f芸だよ

銃自恋人争末i召鶴子誠司岡部緩士本（1鈴 5.6 ）流域J)

変化とJi,'）議生 第 5回邑：察景観生態堂会日本支部
ι 人 ／ 、

ブて主主 γつえは

iて丘1c1adaη 五i], HE<., N l三akag・oshi'' 09%匂 8 ) 

Cultu工a:factors to告st豆blisht!l8 landsむapesin 

mountョino;JE, farゎ 1・egions i.てl southw、0st召r江

斗乱pan, CoロgTessof the II'ternHtio弓ria~ Assc・・:;i 

atio立 forL月ndEeap’eEc,oloぎy , Pararoll ses 

siりn 'Ag-ric二1ItursJ App了口ach弔＇. ( Tculous号？

工＂ranむ邑）．

体 子走路犬。岡部廷でt＇川史実礼子不。銭 &I磨人（199:i 

9 ; li'il；州との植生と：司1去の枝豆認係iこ：現ずる1毛布調

査 土アミ学会第58四年次学術講；主会〈桧UJ)"

鎌田憲人 e 渇きょ隠士永野林 雅詮立 099,3, 3 ; -Ii及お

Ji！.吉野；I［における交互妙子H上の佳生分布と河：！店、寝

第'13白日本tj:::紫学会大会〈八王子工

太ヨ陽子虫 e 鎌田嘉人。詞部j護士、 (1!=!96,3 ）何J:'i内

の7仁志む分布に及jます流域の諾護主三宅；43回日本生

官民コ土台メ、－←之九 ( 八一ーごと）
ロ』 T~ ノ＼三宍ミ .. l__ '. 



τ・：＇anabe ar,d IC Sh、ロohar乱＇＇(J吉96. ;; ) Search 

rng Phe;-w芝eog:raphicunits ・設nap,')lic品tionof 

ch仁steranal：＞治i;;to the delimitation ol.、miUiped

Sむeci合S Fifth Conf号r号DC告 of Intern丘tional

Federation of c：乱ssifi工cationSocie,;ies (K，コら号、ト

；与三三純一 (199G.3 ）博物誌における 1憲主主
主主立簿宅見i宣言むi議会 a 考古資料保存研究会

長谷川賢二（19古5.6）中世阿波の山伏集毘についてヤ

〈徳島）

長谷川賢二（1995.8 ）中fulloii安心熊野／雪鈎史料，出

世史研究会 f大夜人

告剖

署警繁 6@J中沼密縄文語？究会 5月3戸、 46 

テーマ：縄文時代晩窓の土器；漏長 突：蒋文の発生と

展認を9"心とし

会場： 21明紀宮匡イベントホー iL・

参加者： 1引名

基調報告： 4件

事例報告： H午

要撃第 5罰古代；学協会芝草塁塁支部大会 12jj 2～3 3 

テーマヲ自国における横穴式石室の或立と震開

会湯： 21世紀館イベ：ノトホール

参加者： 130名

研究発表 13件

毒暴自箆地区璽史系学芸員マアーキビスト交流重奏会

2月l76～18日

会場’博物認議盛室事徳島市立憶島域博物館和室

参加者： :38名

日程： 172 自由豆学（文化の森総合J公閤）

幸長会 8 討議 士lli域博物錯。文書館む現

と課題」（報告 6件〉

懇裁会

186 講演 内出九州男氏 i愛媛大学教授）

「最近む学芸員誌と忍たちの課題j

白出史学（徳島域博物館〉

毒暴露23召訟蜜魚類研き空会 3 )=j 16～17ヨ
会場＠博物治議室写

参加者： 88名

研究発表： 33件

主題三塁研究事業 Hi 
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資料の収集と保存；土、博物館の最も墓率的な機能で

ある c 徳，f/'/Jの吉然や歴史 e文化に関する資料は可能な

かぎり鰐羅的に収集することはもちろん、それぞれの

分野でのテーマに応じ、比較資料として四国や西日本

の資料も収集していくことにしている。とくに自然の

f各分野については、ヨ本の泡5とや呈物7憶の形成に深い

関係のある中医大陸や東南アジアを！まとめ、海外まで

8をむけた双集も必要になるだろう。

資料の収集i立、議入 a 寄謄。採集・交換など、様々

なノゴ法で行っている。最近では、県長からの資料の寄

贈も増えてきている。資料の薬入、iこは美術品等取得基

金を当てている。

平成 7年度ば 5名（人文2、自然、 3）の文化掻進員 e 2 
臨時補滋長の祷劫を得て、資料の整理作業を進めた。

幾重力物

ミンクタジラの管洛 1 j沫

l個

121週

63伺

3而

95点

1点

8点

5ぷL

S点

5点

ボネカ、イ拡大模笠

長祭拡大模型

アクキガイ科貝類

1）ーチ「中国，日本＠朝鮮の察課」

移植物

；本；玄図譜

廷i芸奇観

校正救；宗本卒。救荒野譜並椅造

事太性諮 s 有毒草木！玄i説（特装坂）

日本〈復玄IJ坂〉

ヲラーディスの積物亙

畿地学

合成鉱物

外国産鉱物

ゴトランド島産シルル紀化石

自然金

燐灰石ほか鉱物標本

場考古

ヨ村谷銅鐸レプリカ

3去三

10点

10点

1点

19点

l伺

S間

松平戸ii受守書状穏田修理宛 2；星

第J！！家元書tk 松平河j皮守宛 l遥

訪海食器（ 1 • 2 , 3 • 5 , 12骨 15号〉 6信

太平洋戦争白書アメ：jカ

報告書〈復刻）

古代缶中古史料複製

薬ゴ乙読歌合複製

復元青錆器

毒量密史

戦時スローガン陶製マッチ籍

阿波冨徳嶋：域之図

浴

日

畏晶
轡

藍染織品

刻煙車絞木

毒豊美諸工芸

四季和歌図巻

源氏物語g!

桧に鷹密

畿勤務（脊椎動物i)

ノ＼今日、 －＇／ -,, 
/. 】 ~·一－

拡JI

ゴイサギ、

ツミ

タワヤモリ

徳島県産淡水魚液浸藻／本

アロワナ

？っ樋）！

テツギョほか

魚類液浸標本

ーホンザル

タワヤモリ

ヤマカプfシ

紀伊水道彦魚類

ニホンカモシカ

き

3点

冊

点

巻

回

世

枚

一心

3

1

0

f

j

 

2071次

27点

加点

巻
一
泊
一
指

；
1

1

 

1点

i点谷中登希男氏：

12点辻 き一氏

l点原 道一氏

l点富永 f専弐

1点 三走馬タニヲ氏

多数 徳島淡水魚研究会

1点出口健一氏

多数 弘司完氏

2点市原真一氏

多数回端重夫氏

l点渋谷光正弐

1点片山泰雄氏

l点

3点、原 道－if;

呉教育委員会文化財課

コサギほか急 3点 三木野忌の会徳島県支部

シュレーケ、JL，ア万ガエJI., 1点河野圭呉氏

淡水魚液；受標本 多 数 洲J霊 譲氏

ホオジヮ 1点市原真一氏

高知呉浦／河湾流入河JI［産魚類液浸標本

3点高橋弘明氏

テツギョほか 3点市原案一氏

セグロアジサシ l点、橋本是徳氏



17 霊ま？将校主義際、存率皇室

1点

］点

1 !';', 

57点 湿 原

：点本店

点 福 井

10点石Ji

5点 河 野

l ,9, 貞充工業高等学校

らさ

浪路三主産カメ化石

ナウマシゾウ臼醤

ロウ ＇）プブイ？と石

越室主史

議i守

；百三本；三豆沼ァイブ

百三三三軍用ランプ

ヨ百本室少尉遺品

ベヲア抑留資料

短原

手渡uハマノ民

松村

野尻

坂東

斎

日野

j乙，支

！）；ミミ

民

民

氏

弐

氏

氏

明

寿

夫

一

段

夫

芳
秀
総
国
品
川
パ

ハ＂ -；；：，；ヌ

20点

16点

53点

ヨ

占、
d 、、

占
川
占
山
点
一
口
川

F
H吋
J
υ
1
u
v
J

行
／
』

4
1
i

菊主主民

浪子氏

↓
コ
川
点
土
日

4
l
i

－－

η
e
μ
η
λ
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言窪

；言え工業高等学佼
~＇ーい十日

守戸恒三℃ム4

久次芳三義文民

松浦

夏：橋

一

白

川

支

L
古
川

1

i

1ょ

1
1

磨子氏ムフ罪2i'.点

点

百

点

寝殿曳忌国

風景/Z[0 花子守函

：布袋図ほか

猿絵図ほか

郵便差出箱（:;l；型

議長浴

獅子舞衣装ほか

三番受鈴ほか

三s:Jヨくりすま；まか
おiiまか
三羽〈り器ほか

タテフゴほか‘

カナカゴほか
門主主ユwJ帝

:Jおし

雪量考古

田村谷釘鐸

白り銅鐸
，＋，叩 C~＇，＇＝，'C謂

うζ部具宮司喜幸

笑線ち区主主裟J撃文銅鐸

1点

号制恵三空

足手!J家呪符

L喜三言城天守閣模型

議丘ぐて位

戦闘浴

徳急県内河JIて筏謁係資料

袋三宅滋工芸

飯塚桃葉筆

守｛主翼魚筆

守！主玄魚、筆

C;コLlr勝哲三単

ー争、
'I 

民
医
氏
一
交
正
夫
氏
氏
）
引
い
一
一
広
三
氏
民
兵
丘
一
明
部
氏
一
段
一
新
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宏
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宏
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宏
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一
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一

五

賢

孟
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一

孟
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一
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句
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主
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崎
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線
成
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玄
即
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沼
後
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ト
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ピ
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類
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シ
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一
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提

言

戸
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一

一
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は
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一

馬
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台

市
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写
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掛
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ほ
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／
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一

コ

ン

シ

ガ
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／
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以
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サ

シ

シ

ギ
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ネ

コ

ピ

リ
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モ

コ

バ

サ

ヰ
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J
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ノ
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シ
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ン
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ノ

ド

タ

イ

ム

ゾ

サ

十
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ヌ
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マ
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ヤ
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ゑ
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涼 道一三

平：可i立｛主夫氏

佐藤仁志氏

一馬氏

漆滋E三

栄‘民

義沼三正

案t1達比

正弘f号、
必言生氏

参勤務

トピフ：、ムカヂ

タカアシガニ

カラスガイ

選挙慈物

栽士音イネ 2 j重2点

さく三三標本 一J点

さく葉標本 ：点猪俣

c!Zく葉標本 約1.000点藤て亘

書く葉援本一 2点 片1L1

さく葉樫本 約400,s－；：矢内

さく葉標本 L 00合点 呈豆

瓶史字本備考 L上下立さート瓶史完f併設

点里見

言内

エ点

点

J手三

宮生氏

畿地学

サブアノ；〆アをーを：A.1！：＇、砂 lぷ 長谷川

ヨヱ吉、産ホタテガイ類・ヰー 1）：ゲイ夕、マご／禁化石

l9点 小笠原憲[i1J史氏

誠氏

エ
ハ
九
九
日
枠
〔

口
日
夕
兵
登

十
王
己
侶

十
一
呆
野
田

ヱ

河

江

上
口
川
ト

t
…一占川

の／一

1ι

愛媛呆土居町産鉱物・一言石

嵐イ己主！〉岩。：タ諜土中の貝殻

際流結石



館長の諮問に応じて汚物館における薬入資叫につい

て審査γる機関として、

されている。本委員会浴、「美術品等取得基金による

美術品等の取得受領」の規定に従っ寸、 201〕万円以上

のま言入資料iこっし、て審査する。

委員は常任委員（ 5名以内、任；:tEl2年＼と特別委員

( 3名以内〉から構成されており、特別委員は跨ノヘ、資

料iこ応じて特に必要がある場合lこ、そ心部変委嘱され

令。

7平度Lふさ克2:3日；こ第 6＠］委員会を開催し、人文

38件。巨然史四件の前年変購入資料の報告を一行い、 S

立との資料の矯ノ入を諮羽した。

たいという要望がかえZりある。標本；土分譲群ごこに

まとめられ、約1,50［！結のに分げられており祖箱！こ

は中身を示すラベルがっしている。そのラベJ；〆を

データベース化し、目的む標本与をなり出すことがで

きるように Lたc

幾重克需主主コレタシ三ンめ整遥「樟：阪〉

三塁克信主主氏ti石）［

元容の植F物研究会＼そと主宰し、呂

美も務められた植物分類学者であるつ自民から 5平

安：. 6正受にひき続き約L000去の植物標本の寄贈

を受けた。 7年度は 5年度等治分の整理を行I,¥• 

叩C去の標本の整理を終えたc

現在の分野号lj収蔵資料数は右表の

〈美術工芸〉

徳三芸文学総合科学部助教授〈生物）

徳島大学総合科学部助教授（地学〉

鳴門教育大学学校教育学部教授

（亙史）

良幸｜徳島支学会会長〈民俗）

毒装警一戦宣言資料収集委員会委員（常任委員）

C (Q'>委員長、 0副委員長ノ

平成 8i玄3月末

とおり。

義

桧

啓

治
河
一
啓

井
田
一
橋

ア
ロ
ア
門
戸
官
一
一

。

6, 

勢湾都道一コレクションめ整理（1室物〉
ヱドコレダンョン｛土、徳島呉の野外、皇与をi学をリード

Lてこられた故阿部近ふ氏が、長年にわたる調奈の

返程で校集された植物さく葉襟泳、定産三i類標本、

鳥類の仮剥製標本などで、平或 5年 3月に 揺寄贈

を受けたものである。

このうち、 4万点に及ぶ種物漂玄の整理には 5年

度から着手し、 7年度には3,078点〈累計6,209点7

の登録を行ったc

幾多示；事時之コレクションめ整譲（植物〉

コレクショ j （土、タヌキノショグ；ダイニぅ漂記載

者でるる赤l，~R守之氏が採集した植物環玄で、王子品＇衣 2

主互に寄贈を受i久 3年度から順次整理にかかってい
プ
号 。

赤窪コレクションは膨大な量があり、コレクショ

ぞ整理し終わるまでに相当の待f習がかかる見込み、

である。しかし、整理の習に赤津コし〆クションを見

主主旗文化部

国立文楽劇場

浜邑三詮「戸
仁ごコ3 と三さ i：二ヨ

前よ？遺跡生土7区議。須恵器

売波冨関係大筒〈複製）

毒警護菊ヱ芸

笈辺広務筆源氏物語図ほか 7点山陽新罰社

白糸威二枚瓶三足ほか 3点 徳三喜市立徳島t1t宇治雪

綴~藩窯大谷磁器窯滋器片ほか 17点

森村綾一ff；（堺環濠都市遺諒研究会／

（三木文主主蕊j

14点

実主主：警行氏（議戸内海歴史民俗資失4"1~ ）

策皇宗埋蔵文化対センタ－
Ci J', 

徳島県埋蔵文化財包ンタ－

1 点 u 安都三三工号線簿 上京

屋立経：疋員浴博物結ほか

1S点 小松島了7立亙書詮

1点 徳島子百表情委員会

著書勤務

シロチデブ液浸標：亙 3点

穏；；i浩治.3;;（香)if；異水産試議場）

ゼ属魚短夜i支援本 12点

夜j主清司氏〈銭島建設校符研究所〉

？点 友電立孟宏氏

hw
」コU
L

弓

4
1
一

l
i

－
－
i

と

袋三塁箔

人形浄瑠｝去の頭展示風景写真

箱廻しさ霊

塗絵図写真

浮子。：三子

イタチ袋詰製

毒参考古

J六主話料サンプル 2点

安都真 2• 3・4号続爆

官、J

資料収集漆存事業

し押さ

ミ鑑ノ

B村谷絹鐸

広
J
V
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幾分野Jli]J：支議費科委主（平成5年 3月316現在）

資料校主義援若手率三室 内

ι＇ 7さ ，－τミ

「ミ：fも

§] 
rム

ヲミ f私r ］／ 

＊争 的！ （三三 五手さ＼
『 J ’J 、口』，

（無替紋〉
／口よー

＼王己 二士三 i

5,405 

24苧

34d 

)6‘ 

73,198 

221 i氏主
_i_ i • .HJ 争

642 3, 58号

85:3 ワワi,0ょ

B,D60 

~ 

4 。
「一

叶4ぺ 4.J「』司

つ ＇（ぷ£
,, ＇し υ

4ヲ 928

8. 

文をえ資料から得られる情報：立、言受査研究にはもちろ

んのこと、展示や普及教育i_i：ど心博物怒J号室7全般にわ

たるレベルアヴブをはかる仁で示、可欠である。三：1詰ーで

は、人文＇ §J総史分野の専門書ーや学会誌むほか、徳島

宗を二；二JL.＇と Lた諮万叉誌類や普及教奇ffi冨警も収集し

ている。まfこ、九＞'iの博物館等ID研究報告 c 年字詰 s 渓

3；三解説書等ち交換によりl叉柔［てし崎。

場事i義人3読書f奇数 iデ アベース登重量段、

8, 336% f平成 7年度介 。L61B)

参議入籍諒

人文系（847イ子；L，）；季「iJ考古学， ftfi，二考主学咽

芸術新潟，芸能史研究，月刊文化財ず f考古学研究，考

古学雑誌今考古学ヅャーーナh, ：考古学と自

（て学部支‘古代文化守国華‘古文イ三立す（＇）科学ヲ古文書

研究，叉学雑誌ヲ：地75史研究守地琵うと：本9::.8究ー 5

本の美術，ロコ字民俗学η 日本J豆史ー美術研究．美治史ヲ

仏教芸争；；i，文化財発掘出土靖報ノ§＇.)1宇苧研究b 歴史学

研究，箆史地1停学！f'!:'！史手帖司 計flt孟？歴史評議；5

Annual Review of Anthrcpoょっgy, :;::',j)k Lor，ヨ

,Jc二1rnalof A:E告ricaわすclkl仁，re

罰禁芸名（33タイト j〆）。遺伝シインセクタリ lブムー

海年と竺吻ラ貝類学雑誌p科学 科学栽E、月刊海洋，

足利地球， A子jむし 子供心正2，学J 昆虫とさ然，生物

科学．第29紀研究3 地学雑誌，ちり；ぎたι 日経サイ

エンス3 ヨ本応活動物昆 cf｛学会誌ヲ E:ic::f:t:~t包学会誌，

古

289‘〔J9f)

ラン；，7厩 A立18了ic豆Z二子Iaturalist弓

Cl旦distics, E＞二ワlog,wal Rノヨseexch, ヨロもひどuology

Abstr"tcts‘ _Svoluti仁，n, Geology, Journal of 

E•rnlutioDarァ Biology, JouE1al of Palaeontology, 

Dikc,s” Paleobiolog'y, Plant Sys 足立1atics & 

Evolution, Tr日立つ，sir, Ecology 丘Ed EvoluEon, 

Scienc吉

委参主主主言刊行物[JJ定怒さを送先護士〈平足立 g年 3月末現在）

湾物宣言ニュ ス 1,282ヶ所

博物館年報 418ヶ所

研究報告国内 445守所

冨夕丸 210弓 E？ 
患示翠設 1号吉ケ弓？ 
イ行》：涼認夜l（（示～ f、寸会牛 ：宗ヲ F一ロ1亡…一」－一一 一一一

呂支主 き7ケEF ？ 

き色 ータベースシステム

=,2.@: 6年度末から新システムでの運用が蛤まった0

7年度｛豆、システム改善として、ノ千三三三合室所の修三、

指ヌで痩均する実渇的かっ長沼経度が高いと豆、われる

rf段、／ブ FJJ迫力E霧人などが行われた。

(1) 改善項~

毒暴：議索。si]）更新

新／：ミ子ムの設計時点での端末側八ード 0)08は漢

字 Talk7.L 2であて）た。 7＇三度中 iこ会端末の OSを漢

字τalk?.51へ移行じた。



21J 繁；伝夜主義録手手察業

3 

務ユー二ット付き〉

PolaScan （ブィ ルムスふヤフ～一一j 1・白

ィジタルカメラ 1合 など。

続末介護は全で Eth告:rnet仁につながりもエJAN rTJ記

線；ま各研究室〈研究室内は各学芸員の机まで）♂作業

主， i反；巷箆まで；？った。収蔵庫内心作業iこは Pow,3r

Book 540 Cを利用づることとし、ヂJ、スタトッフβ型ジコ

設置は行わなかった。

勢浅草怒定客数奇の八一子、楼或

システム更改での p八一 γ携成i立、基本的iこは言ir＞ス

テムのマシシ台数と！勺じとし、う制限があり、博物結で

は部門サーパをノ久文 w 自然各 1台で分：ゴて管理したし、

という希望がかなえられなかったため＼て専物官官備品と

して以下のものを迄Jrして博物語全｛玄のミステムを構

成し7こ。
a ヲータグノレーフρ サーノ、：

Se:rで号T9150 ( ！一九歳

RAM）および QuciD11v2

G1、ードディスタ）

博物館では、こ.／＇tをデータザ、ノ〈機と言ることに

しJ、ぞれに伴いンステム担rJ会、ら記71された部門サ

パ功、をアブ flケーじョンサーノ吋mとし jこ。

, A.pp,e Power ?vl旦cintosh81:JO ／’80 1合〈内蔵

ハード、ディスタ 540 1在、 48?![RAM）および

Qua仁ヤive (230MOデノfスタ＋ 1 Gノ、ード子ゴイ

スタ〉 ］ちも

本I議；まえuadra840ムVのアップ

るが、作業スぺースiこ置いでご＂－

十

本

玄
B

n
L
1
i
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議襲警j涙i乙潜入された誌類ソフト

A,jobe Illustratζr 5. 5 J 

Painte1° 3巴 1

Delta GrB.ph Pre :3.三j

Z壬丘leidaGrsph :3. () J 

'Ningz 2. 0 J 

Orgal V ,er. 1. 

fv1aεrorn号仁lie.DiTsctmムQ4J 

ファイ JL/ -t;ー2roサーバ

Gfoto ＼γ告す 2. 0 

Mac Rssd百一 Fアo3、7

St,atεStudio Pro 1. l 
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ィスア〉
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の作業などに使用することにした。

• Apple Power Macintosh 9500/132 1台（内蔵

ハードディスク 2G、98MRAM) 

本機は作業スペースに置いて主に画像関係の作業

などに使用するため、 7年度に博物館独自のシステ

ムに追加した

．データベース用ソフト

図書館と博物館を除く 3館は、業務用データベース

の構築には 4th Dimensionを用いることにした

が、博物館では運用の柔軟性を考え、自然史は

File乱fakerPro. 2. 1を、人文は PanoramaEを使

い、各分野ごとに入出力フォーマットを決めること

にしfこ。

(3）運用状況

・資料登録

資料の登録は、各分野の担当学芸員がそれぞれの分

野ごとの入力フォーマットを利用して行っている。入

力されたデータは博物館データサーバに保存され、シ

ステム管理者によって毎日深夜に 8mmテープにパック

アップされる。

・一般への資料情報の提供

情報提供用には、各館の書店門サーバから統合サーバ

(UNIXワークステーション）へテキストおよび画

像を送り、システム管理者側lで編集したものを提供す

るという仕様とした。資料管理デ タのうち、情報提

供する項目のテキストデータおよび画像情報を統合

サーバへ送るためのフォルダーに入れておけば、夜の

うちに自動的に情報提供用の統合サーバにデータが転

送されるように設定されている。

提供する情報は、博物館の資料デ タベ スでは視

覚的に興味を引きそうなものが少ないので、生物系で

は産地情報を地図（徳島県および四国のみ）上にプロッ

トとして表示することを行っている。

10.資料の爆蒸

収集した資料、貸し出し後返却された資料および借

用した資料は、原則としてすべて、収蔵庫への搬入、

展示に先だって爆蒸を行う。

資料の形態や量などによって、次の 3種類の爆蒸を

行っている。

・減圧爆蒸装置による爆蒸

小型資料の爆蒸は、資料の受け入れのつど、担当学

芸員が減圧爆蒸装置を使って行う。

減圧爆蒸装置の有効内寸は、たて130倒×よこ120c皿

×奥行140cmC約2.3rrl）で、爆蒸弗lには臭化メチルと

資料収集保存事業 21

酸化エチレンの混合ガスを使用している。

平成7年度は 7回の減圧爆蒸装置による爆蒸を行っ

た。

・常圧爆蒸庫での爆蒸

減圧爆蒸装置に入れることができない大型の資料

は、一時保管庫（24時間空調）に仮収蔵し、資料が適

当な量になった時点で常圧爆蒸庫で爆蒸する。

常圧爆蒸庫は、床面積20rrl×高さ 3m C約60rrl）で

ある。常圧爆蒸庫での爆蒸は、文化財専門の爆蒸業者

に委託し、爆蒸剤には臭化メチルと酸化エチレンの混

合ガスを使用している。

平成7年度は 2回行った0

・収蔵庫の全室密閉爆蒸

収蔵庫への出入りなどにともなって、害虫やカビな

ど資料の保存に悪影響を与えるものが侵入することが

ある。そのために、原則として 3年に 1回、専門業者

に委託して収蔵庫の全室密閉爆蒸を行うことにしてい

る。

平成7年度は実施しなかった。次回は 8年度に実施

する予定である。
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普及教育事業、とくに普及行事；之、「閉会勺tct二惇物

訟 をめざし、館員が県民と歪援対話できるよい機会

であり、力点をおいて取り緩んで（ lるコ

0JZ成 7・sc変i土、年間570コ：の普及行事を実施した。ト専

物語の普及行事が蒸三CJ35しげと｛.二定着してきており、

参加者も穏島TfJ~とその近郊在住者から郡部へと広が

りつつ忘るが、広報の方法そ考窓し、郡部の参加者を

もっと増やした苛.， l Q 実施［rで数としては最大限叩でおろ ιミ

と忌われるのでも今後は、参加者の反応。を十分担握し

つつ、内容の充実を区iってし、かなければならない。

臨終；議員学警

去の人の竺活！こ烹係のある体験を遠！二て》 込むの佐

賀や当時の人々の主活の知恵を学ぶシ iJース。 7年度

「石器づくり」そ新しく実施した。

7月初日 (8) y二おこ

10月28日（日〉 j二法づぐり（成形）

］］月266 ( 2) ：に器づくり（；易投；

2日11ヨ〈ヨ〉 了三i器づくつ

議室主史散歩

46.A. 

40人

32ノ／＼

;:,4人

呉円む主／よ遺跡、建築物をめ：‘ワ見学をしたc

5月258 （可j 億J芸大空襲設災記念物ゐぐり 25λ 

10月 2~； B （巴〉 脇町子歩こう 18人

11月三日（ヨj 一宮城ぬぐり 玲メ

12月10臼（日〉 吉墳晃学 i]I;ノヘ

3月 53 （ヨ7 1R主主義2めぐり 37人

霊襲撃予タト畠祭かんさつ

季節 iこ芯じた設怪物の観察や ：t；~見学そ行勺でい
7 
・；；，っ

徳島市宕JJ周辺のほかに、海部BTC県南の植物かんさ

つ〉、河波町〔二tttと底辺の治雲豆学入宍E倉町（土白書

と生痕化石のかんさつ1などで実施Lた。

4 ;'=i 23日（日） 春の植物と昆虫

5月 7日（巳） 泡患と：主震化石のかメυさっ

雨天中止

19入、

5.号142:Uc)

7月16日f日）

5月10G C日）

月16Ei r：土〉

10月15日〈日）

11月iき日〈臼〉

2月18a CB) 
3月246< E!) 

霊霊土濯議主主

磯のいきもの（喋汚）

夏の詰物と昆虫

汚iコのいきもの

鳴〈去のかんさつ

秋の植物と昆去

呉~の植物かんさつ

冬じっ植物と主主虫

土さと周辺の泡質見学

40ノ1,、

42.ノ｛

雨天：q:一j上、

25／仁

50人

雨天宇止

24;¥ 

主三ヨ第 2土曜ヨ 5コ午；：受 2時から 1時間ほど、学芸員

が各きの研究テーマ信；辺の話題iこっし‘て話をする講座

でもとドし込みは不妻、定員先着50名で実施している o

4 .8 8三： r rJ 弓本/Jj恐竜化石 29人

b月13Eh土〉 保存科学へのいさない 16.人

5月間日〈工〉人：ぎり改ま擦を訪ねて 犯人

7月 3日（ごと〉 アメリカ室資料からみた徳昆大空襲白人

8月12日（土〉ノ。チのはなし 犯人

吉見 9弓〈土） 言語絵師飯塚松葉 28 F入、

10〆号 14日（工） 縄文碍iその店主主環境 20人

11月11i=:1，土7 やじりのはなし 17人

1.2司2日（土ノ 主物じっか子こち 19人

1月13日（土） 妖怪の世界 54｝、

2月106 （土） 河口の魚たち l1ノ＼

BA 9 8 C土〉 徳昌，J)丘代寺院 45ノ人

雪量ミュージアムトー

テー？にそって数回のシ ijーズで話をする講座で、

｜仁j:1¥J士の生；芸誌 『従来草」を手がかりに j と「毅

志倭人伝を読む 考古学からのアプロープー 」をとち

£げた。

4司22臼C+J

＝弓ワウアで〆」→＼
u rゴwl L••. ) 

:wt,:,:0生活諒 「誌然草」

に ①つわさ e 女.5¥長

玄1とう産の鼠俗

を手がかり

4L,人＼

野外詮主まかんさてe 「三雲南約種物かんさつ」
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11ノヘ＼

32｝、

1日λ＇－－－＂，、

管及殺害害事業

文fと黙をのぞL・ご三ょう

j~ ち棄の仁トジ，.，ミきもじひたち
千＇，－一一一 s----," _;_-.--, ,----J..-. 実1flrr丘三＇）） 以 v，淡いノコ

2月 4EH三）

2 8 25 E （日〉

3月I08(E!)

騒企E霊農記念譲演会

企画展5老婆出に、 2J宝来1：：.鎗イベ

i芸会を行った。

選挙「よみがえる古代む驚き」議記念譲渡会

4月306 （日；

議 §:ijひ 883正明弐〈奈良厚立文化財研究所遺物

延盟研究室長〉

漫語：「文化財保存のノイテク技術l

参お者： 200ノヘ

勢一戦脅さから重量かな米事長八 J議記念：議演会

11月5日（日）

講 諦：三浦秀夫氏〈愛知県春El;c干の殺争を記録

する会代表〉

演題：「アメリ iJ震資料からみた涼爆投円

安ガロ者： 106人

Jふーん』円〉ゾワ（T¥三善
山川、 i八～帯

菱重乏散歩「？意義域めく

ゲーム ,l4A 

毅志倭人伝を読む考古学力らのアプ

ローチー①議志｛怪人伝そ読む 57人

之、金／入手乙習俗 58人

③銀去最100設の謎 45人

(i)号~.J,;ち手の裏 t,4A 

（宣）邪馬台亙談義 犯人

長月；24G （三二）

lC月288 （三1

11月25日（土）

12月訪日〈土）

月27日〈土1

2 月~：4 B （工〉

ロヮ二三 J口1
4υL」＼し－1'

重量閣議：1濁年主泣きtイベント

開館 5局年：を記念し、次のJえン i-，，託行っ

毒事十苓物支室主事注文会 7月28E!（金）～SiJ日〈ヨ
苦Z子，；n二圭子ーつn i, 
2グ＇.2I）；..！－，ゴ ーとよリムノ＼

幾三三主主文会作品j震 き月 30El (si,f-

参加者’ L
毒事：導物館クイズラヲー

2き刀5者， 23む

毒挙関室も手 5；周年記念譲渡？会

講師および涼選－

:1) 亀井節夫（徳島県立：等物館長、｝

｜氷河時代の動物たち｜

東 j手1氏ゴ恋主主大字総色守玉L学部教授）

「考古学からみた 3t註記の烹アゾア

参加者－ 176人

1L9 ;3 8 （会7

＇＝；＇ヴヲ fとゴ 1
/'i L t←」、ーノ。

26＿ヘ

45ノ＼

21人

33入

試8＿人

重量探ぷ：lJイセジ方⑤名前会務べ；；ぢ

採集したき！iJ植物を器三幻こするのはどのようにしたら

よしBか、名誌を諮べるにはどんな点に史意して観察し

たらよいかを学ぶ講習会。

「淳万三♂三二名前を謂べる会_J t主主主去 3月下匂の笠奈；CJ)

行事で、学芸員のほか g名の 7i,f認講師の応援を得て

行った。単に名前；2:'教えるだ弓：こならtii，＇ょう、いゥ

ょに調べる姿努ブ、ほり組むように留意してい

7月おヨ（ Ei 1 植物漆ヱドの作

8 Jヲ告白（｜ご1) ？］、んだんな長の襟；本の作り方

8 )=j 18 8 1 B) 植物の名前の謂べ：方

三月22日f火） 様三koJ名古日を調ぺる会

月2,1日ウド： 探求νコ名古ぎを誌jべる会

,n, 
ノ｝
』／

レピ是ラ
鐘~；有美；翠

主に実習室で行う各種のを里察＠議努会。内容に応じ

て、主主体議後三受 電子議敬鏡、：設；l¥':;X線分析装置、界

レどlJメラ等心機器も併用して観察を行っナい 信タ：ーからの佼額を受u--c行った講師派述、二7二1,/ど‘

ラジフーへの出演等姿、月日 e 担当三者 2 内容〈依完王者）

D/1去に記す f内容に依頼者iJ｛表現されている場合は依

語名を省略ノο これ：己ら広義の普及教育活設につなが

るとの観点から、業務に支障のない限り汝慧そ受け入

れることにしている。

4月sa 長谷川賢二 NHXとくしま文化講座 j合

同藷箆〉で講演「雲f2Ja~ 代の呪訴を」

4月18召 集、島純一 N、三五テレ I:' iほっとチャ

へお
円
ιgι
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人
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火山氏C'）中〈；つ鉱物むかんさつ

ど γ門前日照、／ - Jι＿c,' 

fコけ vム－－＇ノ h 
ノ ＇） ii _ _; ＼ツ

' 3 ; '·~ ;) l ＇ず！/ －、ノ

イと石スケッヂ

ロの世界

落ち葉εコ:tのいきらのたら

〈型どり）

（色つ

0 

4月1[;日＼日7
(3 ノ号 4 汀( 臼） 

5月2()':C:,C 8) 

8月27ヨ＼ヨ）

JOノF18E!(6)

J 2)=] 3三（ E!) 

12Jj 17日〈臼）



24 Eき及殺事言率差是

jシと：しま」出漬〈企L主主主「よみがえるEたの慢さ l

の努介：

4月na 魚怠純－ NI王玄ラジオE主主（全面寝ーよ

みがえるEiその穫さ」の紹介〉

月206 ｛左蒸易一 一宮小学校「水辺教室」言葉阪

8月178 亀井笥夫徳島呉生物学会総会で講演「絶

滅；こワ＼，＇て」

3月256 再建芳郎 if！玄市立淡路文化資料館「淡路

島の化石」震記念、誇演会で講演「和泉層震の裕層と

5月初三 天羽利夫

演「f考古学と若者」

徳島勤労青少主三福任員会議で護

7月238 豆島芳弘 井川町ふるさと交流セソター

「縄文ヱ雰を焼く会 U&!T：）」講師

8月 28 長谷川室、二 法皇呉高等学校高和教育研究

会「じんけん」編集委員会住吉落叉関係）助言者

8)=]3'=] 5：辺刀 !7'=i屋放送テレビ「お；まようと九

ま」出演（普及行事「養護のいきものの観察」の紹

8月 98 長谷川賢二 j辛口巴徳島蒸同和教育長期講

座で講涯「中十三におけるケガ：J読念と女性差別jの震

関｜（徳島県民和教育協議会j

s;=J1つ日 魚急純一文書資料保存議反議釘 f徳島呉

立文書銭〉

5月236 長谷川賞二 徳島県高等学校良和教育fF究

会「 1二八けんJ編集委長会｛部落史関係） Jj;/J言者

3月2'12 高島芳弘 弁ii[ BTふるさと交流センター

「縄文土器を焼く会 L；済成〉」議郊

8 }=: 29 8 佐藤鶴一徳島県教育委員会夏季竺活科研

修講座誘拐

9 ;=J 8日 ；長谷）［ i賢三 徳島県教育委員会文化~'t課課

内向和研修「同和泊患と宗教」議涜

8 )cl 11”12日 天羽利夫完成 7さ度西部泡区文化振

興会議シンポジウム「文イとの振興と地域の活性化」

／ぞネラー（文化庁ー高知設）

2月13百 長谷川賢二 徳島宗高等学校同和教育研究

じんJけん」編集委員会「部落史擦係）で講演「「十

世の身分告uと震差別民」

2月178 長谷川賢二座談会「人権博物館の設立と

運営J講師 f部落解設研究所〉

9月訪日 亀弁節夫 徳島宗シhノしーノピ学校特別講座

で講演「太古の玄界をさぐるJ

10月初日 d1Ji Ii実質 四国放送テレど「OUR徳島｜

出演（企画展「戦争から豊かな未来へjの紹介〉

lO月22弓 亀井宣告夫岩宿文化資料館岩宿大学で講演

「岩宿時代；亡生きた動物」

11月 3ヨ 亀井節夫 :r：海道諸拓記念館文化の日で議

演 北海道にお！アる大主主化石の発晃」

11月 S8 亀井節夫平成？

i苓E室（ノ，2

子土会」（文部省 a

lL号S日 高莞芳郎＠；魚畠純一平成 7

向上

と地域

（小学校 e西部地亙〉議§i;j（文部省 a

j安島県教育委員会〉

~1月 10 日 長谷川賢二

修で譲渡「

11月11El 天5]5]利夫

盗で請j宣「窪三三な人類学者活居龍蔵

1月148 長谷！｜！愛二徳義黒豆文書館丞史講座で講

演戸中古阿波の霊LL：這伐と山伏」

11月18臼天5]；］利夫 ふる

さと講座で講演「小松患の古墳！

11月258 両角芳銘 さしす：；だき然資料館講患で講演

「和主誌のしlh号をつくる地層 和泉雲群」

12.号20El • 1 ;=; 19日 長在JI！筆二徳島呉高等学校同

有数有＼研究会「じんけんJ綜集委員会（部落史関係〉

劫言者

人！？日 天5].可手lj夫大阪府文化対調査研究センタ一

文化対講座で講演「朱の混浴」

2月16El 長谷川賢二 徳島県高等学校再和教育萩究

会「じんけん」綜集委員会沼＇ S落史関係〉助言者

弓JSR 魚島純一 硲急呉市町村埋蔵文化財担当職

員研修会講師（槙島県埋蔵文化財センター）

3 Jj 278 鎌田磨人建設大宣言房「生怠。生育環境

(7) ！／室保による生物多様性の保全及び活用方法調査の

検討会｜委員

3守

平成 7：手＆.は、 g月ヨトイ551こ博物宣言実習生の受げ

入れを行った。実習：生は14ノヘ f男1入、女13人〉で、

大学iji；の汚訳は次のとおりで、ある。

当国大 5ノよ＼ 揚戸大 ノ人

徳島大 4人 帝塚山短文 . ' 
l ノヘ

筏急又理大 3人

ヴ i)1'ュラムは右の表のとおりで、指導CD都合上、

少人数のグJI..,ーブiこ分害！］した時間帯ちるる。

と普及｛系議員が指導にたたり、資料の整理、設査なと

についての実習を行った。



.7年度博物館実習カリキュラム

月／日 午前（9:30-12:00)

8/21 （月） 開講（副館長） 全員

オリエンテーション（長谷川） 全員

施設概要説明・見学（天羽） 全員

8/22 （火） 美術資料の扱い方 （大橋） A・B 

「標本の名前を調べる会j補助（中尾） Cl 

地学資料の整理・登録（両角） C2 

8/23 （水） 考古資料の整理 ［高島） A 

「標本の名前を謂べる会J補助（中尾） B 

康史資料の義理 （山JII) C 

8/24 （木） 企画展について （田辺） 全員

8/25 （金） 博物館の保存科学（魚島） 全員

4.博物館の広報活動

博物館ニュースをはじめ、催し物案内ポスター、企

画展ポスター等を定期的に幅広く配布することによ

り、博物館活動を PRしている。月間行事案内につ

いては、県庁記者クラブを通じて広報するほか、報道

機関やタウン紙編集室なと、へも直送している。また、

必要に応じて報道機関への資料提供を行っている。

・博物館ニュース、ポスター等の主な定期発送先（県

内）

小学校

中学校

高等学校・その他学校

学会・同好会等

県および県教育委員会各課・機関

市町村教育委員会

公民館・隣保舘

市町村および大学図書館

博物館施設

・平成7年度資料提供

268ケ所

96 

63 

27 

107 

50 

210 

27 

31 

4月5日 企画展「よみがえる古代の輝き」の開催に

ついて

6月四日 企画展「貝の世界」の開催について

7月12日 部門展示室の展示替えについて

7月18日 博物館開館 5周年記念イベント「写生大会」

の開催について

10月 5日 企画展「戦争から豊かな未来へ」の開催に

ついて

12月15日 ミンククジラ骨格の展示について

2月 3日 「収蔵品展」の開催について

3月 7日 企画展「銅鐸の美」の開催について

以上のほか、美術品等取得基金によって 8月末・ 10

普及教育事業 25

午後（13:00-16:00) (16:00-16:30) 

畏俗資料の整理（庄武） A ノート記入全員

地学資料の整理（中尾） 日

昆虫標本の整理（大原） C 

歴史資料の調査と記録（長谷川） A ノート記入会員

魚類の採集 （佐藤） 自

「標本の名前を調べる会j補助（中尾） Cl 

地学資料の整理・登録（両角） C2 

考古資料の整理（晶島） A ノート記入全員

「標本の名前を調べる会」補助（中尾） 日

歴史資料の事整理（山)II) C 

植物標本の整理（小川） 全員 ノート記入全員

普及教育活動について（徳野・福島） 全員 ノート記入全員

月末・ 1月末・ 3月末に購入した資料の内容について

も資料提供を行った。

5.普及教育関係出版物

(1）博物館ニュース

館の広報誌で、内容は、学芸員の研究の一端を紹介

する“CultureClub，，、館蔵品紹介、野外博物館、

企画展案内、情報ボックス、レファレンスQ&A、普

及行事の案内と記録などから構成されている。

編集は博物館ニュース担当者が Macintoshを使っ

て行った。文章やページ割り付け、イラストなどは電

子化して、ファイルで印刷業者に渡すため、印刷コス

トを下げることができ、発行部数の増加やオールカ

ラー化が可能になった。

平成 7年度には次の 4号を発行した。

eNo. 18(1995年 4月10日発行）B5判、 12ページ（6

カラーページ）、 3,000部

Culture Club アサギマダラの旅

館蔵品紹介 カズ、ハゴンドウ

特集 博物館の普及行事

企画展 よみがえる古代の輝き

情報ボックス パーソナル電子図鑑をつくろう

eNo. 19 (1995年 6月25日発行） B 5判、 8ページカ

ラー、 6,000部

Culture Club 文化の森へ行こう

野外博物館 宍喰町竹ケ島周辺の地層と生痕化石

企画展 貝の世界

情報ボックス コメットで情報検索

レファレンスQ&A なぜ古墳をつくったの

eNo. 20 (1995年 9月10日発行） B 5判、 8ページカ

ラー、 6,000部
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Culture Club j毎定、らのメッセージ

館蔵品紹介 木笥

企富農 戦争から豊治、な未来へ

官報ボックス 夕、む菅を言者べる

レブァレンス Q&A l/ブリフちの＇！＇ l三り；fj

幾三Jo.21 09告5笠12月10三発行） B 5判、 8ページカ

ラー、 6写会00苛3

Cult立reClub わたしは淫主主：？

臭;Wの植物観察

全函展 銅鐸の美

情報ボックヌ 員三を見る

レブァレンス Q&A ダンゴムシはなぜまるiなるの？

重量No,22 (1996i:j::: 3月206発行） B 5主lj、 Sページカ

ラ一、 5タ00号吉

Cult’」工εClub 沼芋を矢Eりま七士λJかつ

館蔵品紹介 カラスアゲハの'itlモザイタ信体

企画震 銅鐸の麦

速報 j 最近出土！た徳島大空襲戦災遺物について

レブァレンス Q&A 吉野jけには何種類くらいの魚

カぜLBますケヵ、？

巴雪P

で

議善博物宣言縫し約三案内

1年訪の普及行事予定をポスター（ B 2判）およ

びB4半lj4つ折のりーフ Lノットとして印崩してしι

る。博物館ニュースとともに発送するほか、展示室

人口lこ霊いて来宣言者にき自にとって乞らったり、普

及行事の参加者に配布したりしている。

毒事月間行事案内

各月の普及行事む実務要領、 E討し込1-;.}j法等の案

内を民献しi:.B 4のどラ。報道関係機関等に恋布す

るほか、来詰者一iこもf是供しているつ

重量博物量官事12与の手引き

学校の遠足などのまむ尽に役立つよう、博物館の入

館案内、見学に当たっての留窓点、法l覧料減免申請

手続きなどについて説明した小冊子。生fii巧1}(6；こ県

内各学校iこ送付してし 1る。

，、。拘

徳島県立得物語友の会；立、 l専物鍔活動をi亘じて広ぐj

さ然と文化；こ殺しむとともに、会員相互の教養の店！ーと

と親密を図ることそ巨的とする会である。

畿会員数（王手或 7年度末〉

個人会員（年会費2,000汗） 犯人

家族会員（年会費3ヲ000司） 106組” 449.ノ＼

懇投員（平足立 7年度j

ム、 f三 ．
Z三ご 玉三三．

副会長：亀芥節夫（博物詣長ト

幹事；和田賢次＂ a=l i環武道？を石震情

吉村博子£実見宣光

監 査：柏野妻子ー・ Ji I Fi告子

惨事業

〈工）薄物館出版物の増寄りー

博物詫発行の全産震図録、展示解説第 j集 e 第 2

主義（博物館へt,，こう入薄物館見学ノート等の増結lj.

緩布を行ったc

②広報店勤

7$度会員iこだし、博物館ニュース、企画展ちら

し、三間行事案内、年開催し物案内、；交の会だより

さ罪うき号（No. 1司 2ヲ 3）を送付した。

③企Z雪展説明会

企通i展「よみがえる釘代の輝き」、「員の世界」、

「戦争ーから萱かな未来へ」の話法；こともない、そ才L

ぞれの疑問中iこ会員を対象として設現会を行ったっ

④友の会グッズ0）作成＠薮売

8種類の絵はがき3,000セ γ トを作成し、販売し
ザ φ，」。

③野外活動等

会員そ対象Jこした行事を 4［ヨ実施した。

c言霊瀬川魚取り大会

日時.7月2日；’己） 13時～15時30分

場 所： x：：イとの森総合公国付近江；0(［減JiI 

参加者・ 69名

C丈六三予見学

日 時.11月4El Ci二） 14，こ寺～16時

場所．槙島市又六町

参加者： 27ぞ

Cおし三さを使ったカJ）.；タづくり

B i寺 12月16臼（二と） 14~す～ 16ft寺30五？

場所：博物館実習室

参加者 14名

つ美馬ウオーク

日 持： 3月10臼（弓） 132寺～156弄20合子

場所：美高郡美馬町

参加者： 6名

主j得物館漂信； 5馬年記念行事の共催

博物立さの1開館 5；奇年を記念して、 7享物語と共催で

「」季初鎧写生大会人「写ノモ：友会作品展」および 博

物館クイズラ ＇）・・－」を実返したυ

7. ' ，，..・
伊

一
徳島県教育委員会および徳島市教育委員会からの依



額仁より、次むような教員対象の研修会を当鎮で実娠

し、当館職員が指導lこ当fこっ 1一0

雪量平塚、 7年度縫島市小学校環科部会夏祭事｛援金

5三£； f_1 （水）

講座：「常設震の利用方法、学校教育への竺かu方」

(1豆、野喜孝治）

実習 「：芝やァドの名前の調べ方 植物の：検索：芯 」

（イペI[ 誠）

幾三府立 7年度初答者研修講座

3月号日（.；J:.)

デーマ：「常設畏示研穫と教育普及事業についての

議王手段 7

8 A 29日〈シ，＇（ノ

魚、心、
三三ζノ

デ一、 「ベットボト ）vによるウケづくりと魚類の

採集」（佐藤陽一〉

運襲Sf-P.立7年度観察三塁数指導力向上護産（小学校穆酉部

地区〉（文部省副総島県教育委員会j

11月8 三（ァド〉

講演‘「池域社会と理科教育」（亀井読夫〉

実害；呉i立；＋毒物館ヨコ施設を利用した三塁手三む指導 It 
石iノブリ：？の製作二 （民角芳郊＠魚島純一）

室き及教育毒事業 27 
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出Jii 治意〈歴叉〉

高島芳弘（：考古〕

フて橋 愛媛（三宅橋工芸〉

；ゑ島純一〈：存在白保存科学〉

長谷川賢三〈歴史F

圧主主 憲子＼民浴〉
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1平成 8年 4号1日現在〉

庶務係

（事務議員 2)

l臨時祷功呈？

普及係

（事務職員 2) 

〈文化提i主這 1) 

（受付案内員 8) 

三SnA訴と三三
田リ32，工ミ

文化推進主

臨時補助長

8←三 4月i臼マ、カヅコ内i立五代議〉

転出 蒸玄室和（,lJlj舘長入近代美術宣言言号館長へ

: }! i人久子〈主査入阿南養護学校主査へ

ゲ i志野言幸治（普及係長入禁敷小学校教頭へ

転入 目下武／えを昏j館長（住宅設主幹J

力 :w口部忘江・主査（県立ー読書；舘主主霊）

＇＇去注工三塁王 8 主事 f加茂名亡7学校教1/1:, ; 

昇格：；記長秀様 e f雪及係長（事務主任）

自京諜〈学芸呈？‘文化？を進
(10) 員 2、b 窓跨：諸'tb区、 l)

芸館長
11¥ 

人文言宗〈学芸長J 、；ぞ；Y推進

(8) 員 L 臨時字書訪員 l! 

博物館協議会

ー

館長

,, 

ロド11立8£=. 4月1日現在

長亀井節夫

主主 ヨT 武久

天羽

！
一
I

」
日

～
治
体
計
一
口
密 七時二13[:;?F手荷額＠

幾重室長〈非常勤特Bi~犠）

亀ヂi主百三宅 fニメnZ4 .<;. l 

重量文化推進累（非常勤特定iJ議）

ヰフ干 去代（平成 5.4. 1～ 8. :3. 31) 

原下回巳（平成 7 Ll. l～ 8 3 . 31) 

赤 日 南 江 戸F成 7.4 1～ 

毒事flti;B寺線路1員

j [ r tj:r 恵（平成ア“ 4.l～ 8. 3、3ど：

泰 三室（平成 7.4, 1～8 . 2白

間三二 恵（平成 7.4, 1～ g . 3。31)

高 間 宏 美 f平成 7 4, 1～ 8 . 3 :31) 

畿受付案内員（非常勤持E：戟〉

炭 谷 登 子 f平成 6.4. 1～ 8 . l . 31) 

tr，京 葉琴（王立或 6.4, 1～ 〉

；，，ニL.. ,= g干す

「
L
白

7

A
杭
γ

h

m

d

く総務課〉

総務課長〈庶務係長菜務j

主 査は：口都志立

普及係長福島秀樹

主 事木津正意

文化？？並道員 伊津美千子

容時補助長篠原玉三幸

受付案内呈吉原真宏

万 藤井香代子

砂山豆 紀

川牛密 告

冨土谷美香

三主主主 宙与こ
λd可 •D• 叩

f〆
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・平成7年度博物館費（ 2月現計予算額） （単位：千円）

科目 予算額計 管理運営 展覧事業 調査研究 資料収集保存 普及教育

報 酬 29,674 29,674 

賃 金 8,904 8,904 

報償費 1, 740 725 435 440 140 

旅 費 12.474 3,372 3,580 4,473 904 145 

需用費 33,470 4,116 15,896 4,919 6,287 2,252 

役務費 21,856 2,546 14,042 673 3,700 895 

委託料 10,582 9,206 1. 376 

借 損 1,487 739 150 208 150 240 

備品費 51, 319 3,756 495 369 本46,699

負担金 130 65 65 

計 171. 636 53,172 44,094 11, 142 59,556 3,672 

註）本のうちには、資料講入費39,999千円を含む。

藤井香代子（平成 6.4. 1～ ） 

町田穏子（平成 6.8. 1～ 7. 9 . 30) 

門田佐知子（平成 6.12. 6～7. 9. 30) 

川越千尋（平成 7.4. 1～ 8. 1. 21) 

椎野順子（平成 7.4. 1～ 7. 9. 10) 

砂山亜紀（平成 7.4. 1～ ） 

川中出佳（平成 7.10. 1～ ） 

冨土谷美香（平成 7.10. 1～ ） 

美鳥恵子（平成 7.10. 1～ ） 

2. 予算

2月現計予算額（ 2月補正後の予算額）を上表に示

す。

3. 博物館協議会

徳島県立博物館協議会は、博物館の運営に関し館長

の諮問に応ずるとともに、館長に対して意見を述べる

機関で、博物館法及び徳島県文化の森総合公園文化施

設条例の規定に基づき設置されている。

7年度は協議会を 1回開催した。

・ 7年度博物館協議会

日時：平成 7年 6月23日（金） 10 : 30～12 : 00 

会場：博物館講座室

議事：

・平成 6年度決算及び事業報告

．平成 7年度予算及び事業概要

．その他

・徳島県立博物館協議会委員名簿

（平成8年3月31日現在〉

区分 氏 名 役職等

島 一夫
県小学校理科教育研究会会長

千松小学校校長

学校教育 森 朗
県中学校社会科教育研究会会長

海南中学校校長

浜 高公
県高等学校社会科学会会長

徳島商業高校校長

福原健生 徳島市立徳島域博物館長

社会教育
冨士貴志夫 徳島県生涯学習推進会議委員

（会長） 鳴門教育大学教授

加 茂 重 良 徳島市立動物園長

岡田一郎
徳島県文化財保護審議会委員

海南町教育委員会教育長

寺 戸 恒 夫
徳島文理大学教授

（副会長）
学識経験者

徳島県文化財保護審議会委員
野 田 良 子

四国大学教授

石井憧義 徳島大学総合科学部助教授

4. 四国地区博物館協議会及び日本博物館
協会四国支部

四園地区博物館協議会及び日本博物館協会四霞支部

は、四国地区の博物館及び相当施設の連絡・協議組織

で、現在84館（匿）が加盟している。四園地区の会長
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ふit:{ff！長1そ正当する鈴が 28::ずつ？でハち回りで幹事館

をっとようることになっており～豆成 5 、 7 年1支のヨ：~

向；ま苔ifi異文化会認が幹事長っとるることになってし ヲ

ヨυ

平成ケ年度L乙＜19'.1三会及び総会；ま；うてのとおり高松で詩

｛窪寺れた。

「

J 

三句：予三支

乙U主主 ． 弓
三C:＂＂？＇］ ノ

主主主主＝守
E我で2

$5月 9E （＇｝（）～ 10日（水）
' ／、 f ,4 ,L ー

ヒーノシ• ,; / f アノ y

e 平成 5年度事業報告及u、決算報告

ψ 新；妥）］［｝望信（塁〉ミコ紹介

・￥或 7'cf度事業計画及びi文支予算。

' 5手足完了長夜間I~：地区博物結要覧0Vrc足立

認さ民戸？の薄物詑施設が主目立諒カして博物宣言活動の

？辰巽ぞはかるため、徳島宗芳物宣言協議会が平或 3年 2

司27弓；二設立されたc 加盟さ言；ま：E詰で、当館に事務局

が芝かれる。

奇襲設立去での経簿

平成ワ年 3月日己、第 1[I設立発起人会自信

亀井館長がi手びiJ、lj、？＇＆：売実：立近代美術館長、漣

島市立？窓急竣博物館長、徳三五三立動物量長、鳴門

市ドイツ絵、日和佐うみがめ博物館長、恰美術館

長（！） 7名が参集。協議の結菜、設立に向けて準需

を閉廷することで←一致。事務局〆をとi給金、受ij:i'ミーゥ

ことにプよる。

" 7宍 16、黒宍冬施設へ設立懇意書及びア

を乏iナ
• 10.!=il8三、第 2＠＿］設立発起人会開催

h一一一下、ノ 1

会長i，案、アンケート桑計結果を検討。設立総会与を

l～ 2 Jj に~；出し、活訟を 4 月 1 ヨから同拾する

ことで一致。

・' l月刊日一長；土]88施設へ会民主写と芯人案内を送付

ー手或 SE三2月 78、設立総会照イ草案内状を31施設に

~f三了

月278、設立総会開催

畿設立総会 2月21臼（｝ノ：j1:3 : DO～15・00

会場・徳島呉立：湾物鉛講座室

議事

設3工~過報告

会出(JJ決定

も3年度事業計画の倹tt
G 役員選出

議役員
乙＼ 、 ！

ヱミ ム三三 認島県立言物館長 亀井節夫

副会長

副会長

理事

連事

産 事

駐車川←~＇

恰美符Jg理事長

徳島市立致物園長

相生森林美右足舘長

援島市立認島該博物詮長

諸島県立近代美術設長

主主 事

懇平成

日和佐うみがむ業物館長

［！言丹市下、・1'y宣言長

恰文錐

加茂重良

仁木三

福原健竺

三本多額

谷村正文

森本支一

0 

各館の組織 ι 議員と表示概要並びに主な収蔵資料

の iJストの作或

容：壱島県博物館マップの作成準備〈マップ作成はヨ

年度〉

e 実務担当者研修

5 

平成 7年変は文化の森諸冨 5尽反目；こ当たり、文イと

の森の 5館が「没後50主三号をふっぬて i という絞 テー

マのもとに、記念事業（展示、演奏会、決涜｜会）を行っ

'3長官は全面畏「戦争から豊かな未来ヘ；を実施し

中。

その仕し“県民1こ慈しまれる薄物路”としiう基志：理

念1こ沿ってi交の独§0記念行事も行ヮた。講演会以外

の記念行事は博物注友心会との共濯で実施した（詳し

い ？~~＇；＇. I土、普及事業の項参照）。

も博物士宮写生大会 7月288 （金〉～30日〈呂〉

• J写三大会作品展 3月初三〈会：｝～雪月 3a c臼〕
• i導物館クイズラ l）町 11月 8EI C金〉

也開館 5震壬己記念講僚会 n:iirncヨj

『

z『

平成 7年度に博物語職員が委嘱を受けた各種委員会

委員、大学非常勤講師等は次のとおり c

亀井節天「宣言長1

巨衣博物館協会評議員 ｛平成？年 BR～ 

L豆島県博物誌；志議会会長：平成8年 2月～

熊本兵立博物宣言墓~構想検討委呈会委員

（平成 6会 8 4～ 8 3 31) 

滋賀芸早豆町需物詰建設審議会会長

6. 10. 1へ＂ 8.3.31) 

（ヲニ或 7 10. 1_ -. 8. 3. 31) 

滋賀真水口町こどもヨ然惣建設椙談役

（主子成 7年11月～ 8 . 3 . 31) 

会委員長

三重県センター博物館 f仮称〉資料評価委員

（平成 5。8.19へ
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猿島県立埋議文化財総会センター頴鈴記念シ

ンラジウム参加者一行45名

香川呉満護軍1§治会役三一行部名

埼

守男氏ほか 3名

文部省体育局長小林敬治氏、

教育課課長補佐斉藤愛治三

文部省休育胃体育館石川i哲也氏、学校健漆教

育課語査官戸E芳雄氏、三木とみ子氏

ヨ耕苛去、主任技

三重県センター l毒物館〈設称j建設相談員

〈手或 7 7 " 4～ 〉

三重！早大山田村資料館建設委呈会委員

〈平成 7年 6;9～ 8. 3.31) 

長野桑野尻滋発掘謂査団露間

長野泉北御牧村ステゴドン発搭諒査汚i惑問

~：忍利夫

徳島大学総合おさ詮司｛〈非常勤講gn5

〈平成 7. 4 1 ・-8 . :3 . 31) 

ヨ：本放送協会四宮地方放送番組審議会委員

（平成 5.1L：～ ノ

！上川浩笠

局学校健康

11. 10 

11. 16 

11. 17 

づ
1ムム

'1 c<O --'----'-• ,..,,) 

12. 6 

1?. 2] 

l ;j: 

2 ・17 

(, r, r, 
ム． μ。

2 20 

〆問中

＼ード，t!(

＂玉三守三三己コ 1
F司丘三詰Jゴヨム

四国大学非常勤議院 i平或 7

佐蒸陽一

1］窓/'2;，，異土文部J可Ji[［笑河iii懇談会 i未来への裂き流れ

新町ir iを語{S会」委員（平成 7--g苧度）

鎌田窪人

二子葉;r：学非常勤詩的 f平成 7.10. 1 

長谷川賞二

J玄島：乏毘手口問題専発ミ去すすY.）る会専門委員

〈平成ウ.4も 1～ 8.3. 31) 

徳三言呉i三］和地区良俗文化史認査委員

〈平成 7.4 ：～ 8. 3 31) 

1 .. , g勺 3.3:) 

n " "・l ¥ 
C.δ. 0ι／ 

4 

2
J
 

o
n
u
n吋
－

t
i
j

η

d

qり
つ

け

｝

7 

山口県立山口博物宣言館長宇野博玉氏ほさ］名

a 丸書記問教育委
｛

hg 

ハトu
u

i

，Z

O竹
u
n
h
U

ほか1l名

2：下安葉主人民

出言上海人民政府国際友好城市交流事業発震

基金秘書長会浜雄峰三ほかさ名

大夜人権博物館学芸員吉村智博史、学芸員業

rJr i青弘氏

今治市女性J主童課職員行1i.名

回沼地区壁史系学芸員。アーキピヌト交流集

会参加者28名

文部省生涯学習局社会教育課庶務 ＂Ij:}]成係長

下村善量氏、企画読整係長伊藤康志氏

考：E系立博物館次長須藤泰全氏、主査遠藤昭

二郎氏

三重宗教育委員会事務高文化芸術課簿物宣言建

設準備室主査溺古iF寸専去、文化調整係主事飛

田哲也氏

三重県立博物議次長兼庶務課長吉田悠 A 氏

：吉村！＇f文化財愛護支の会一行36名

彦根誠博物館次長’j、菅一夫氏、史料室学芸員

・B;i:手！；美来日告渡辺恒～ー弐

日二三科学技符振興財団山口孝手口氏、三菱総合

研究所坂本大介氏

宇和

3 21 

3. 23 

8. 

呉政パス公認事業参加者 A 行45名

滋賀良教育委員会琵琶漠薄物館霞設準荷主学

芸沃5古橋本道皇室長：
都道府県教育長協議会一行35名

京都緩女子大学二干潟！万i宣教授、学生20名

｛！な台市？恵三主訪問団一行 7名

6 16 

7 7 

L 28 

8 4 本成 7年度常設展及び企画忍観覧者数、年主主;ijlj累計

は次ぺージの麦むとおり。

iま7)>85二呂

奈之江ハスペミ緊事業参加者一行品名

三重呉美杉村教頭会一行 7名

県設パス公認事業参注者イ！＇ 45名

滋賀県立安土域考古博物館学芸員松下 法民

大京市、立白然史博物館学芸員金沢 三民i手会、

4名

大阪府文化財調査研究セ

所技部設部美都呈氏

8. 12 

G 史

日.21 

10. 12 

10. 2ワ

JV. 

10. 24 

タ。育部調査事務
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善幸三手議 7年度常設翠蓄量監者数

官 覧 者

門一九

一主主
高校 e l小島中

大学生 i学生

つυ 。； 33,048

～ 7年度）
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（単位：人）

無 料 観 覧 者

学 校 教 育 無料 観覧者

幼・保育 小学校 中学校 高校 計 第2・4土 その他 観覧者｜総数

園 ｜人数 校｜人数 校｜人数 校｜人数 校｜人数 無料入館 計

81 639 697 。 217 23 1, 657 I 4,731 

5 I 297 I 32 I 3,812 I 7 I 1,681 I 2 140 I 46 I 5, 930 205 333 6, 648 I 10, 713 

65 I 4 201 I 1 

明 5日 180

。Io 。Io 

o I 2 

0 

41 I 1 

157 I o 

233 I 34 I 2, 591 I 4 

152 I 13 I 1, 113 I 2 

123 I 1 

。Io 

51 I o 

AHυ 
ハH
V

653 I o 

106 I o 

95 I 7 

o I o 

。I3 

0 

01431 3,477 

o I 181 1.371 

484 

0 

92 

157 

346 

150 

0 

104 

179 

694 

834 

l, 136 

557 

562 

149 I 1, 528 

l, 524 

984 

l, 228 

818 

4,218 

3,048 

4,750 

4,482 

7,019 

2,836 

6,605 

5,377 

o I 2 78 I o 
一一→一一一一←←一一千一一ートー一一一一一一一→一一一＋一一←一一一一一←一一一斗一一一一一一一一→ー一一十一←一一一一一一ト一一一一一一一一一一ト一一一一一一一一一一「一一一一一一一一一－＋一一一一一一一一一一

250 I o o I o 

51 I 1 

413 I o 

9 I o 

o I o 6 

o I o 

AHυ 

n
H
V

－
A
M
U

－
n
H
U
 

271 1,542 I 991 8,641 I 201 3,311 I 4 

。I2 

o I 3 

o I 3 

18 I 7 

78 

250 

60 

431 

77 

140 

167 

171 

331 

452 

492 

551 

486 

842 

719 

l, 153 

l, 499 

2,448 

2,350 

3,563 

253l150ll3,747I 2,085 I 7,493 I 23,325 I 56,373 

（単位：人）

無 料 観 覧 者 i観覧者
品弓Z与． 校 教 育 無料 l

幼・保育｜ 小学校 中学校 高校 計 第2・4土 その他 観覧者｜総数

園｜人数｜校｜人数 校｜人数 校［人数 校｜人数 無料入館 計

640 121 1,972 731 7,489 l, 066 8,555 I 97,277 

2021 26, 165 I 44 I 6, 960 I 211 2. 443 I 267 I 35, 568 

114 I 10. 781 I 23 I 3, 709 I 14 I 3,305 I 151 I 17. 795 I 1, 401 

5 I 293 I 118 I 12,204 I 221 2, 939 I 6 

381 2. 547 I 901 7. 980 I 221 3,246 I 9 

27 I 1, 542 I 99 I 8, 641 I 20 I 3, 311 I 4 

832 I 151 I 16,268 I 1, 398 

730 I 159 I 14, 503 I 1, 195 

253 I 150 I 13,747 I 2,083 

2,267 I 37,835 I 137,111 

2, 076 I 21, 212 I 79, 133 

2,871 I 20. 537 I 69, 480 

1, 080 I 16. 778 I 52, 147 

7,493 I 23,325 I 56,373 

70 I 4,382 I 678 I 70, 648 I 137 I 20. 805 I 66 I 9, 535 I 9511105, 370 I 6, 079 I 16,853 I 128,302 I 491. 527 
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重量平足立 7年度全逓展観覧者数 （主主｛ぜ

企画

よみがえる石
468 i 4,984 

77 453 I 0 

' 14, 61.8 i 14, 618 

ム374 17,213 i ;J2, 545 

毒事念富農懇覧者数築計〈平成 3～ 7年度〉 （丘4{:s'r 人）

畿特別競苦i］重量覧者数累計〈平成 4～ 7年護）

展示会名

27 5,358 

累 19ラ 325
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